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はじめに

当施設は、ふたつの機能を兼ね備えております。1 階は埋蔵文化財センターと

して、市内埋蔵文化財の発掘調査やそれに伴う出土品の整理・保管・研究を、

行っております。2 階は博物館的な施設として、隣接する国史跡海会寺跡出土

の国指定重要文化財をはじめ、調査などによって得られた市内文化財の情報を

ひろく市民に還元する施設です。これまで、施設内での歴史講座や体験学習な

どのほか、学校教育機関への出張講座などの普及啓発事業を行ってまいりまし

た。

本書は、当施設の事業のうち、平成 27 年度に実施した普及啓発事業をまとめ

たものです。これまでのご理解とご協力に御礼申し上げますとともに、今後も

市民の皆様のご要望にお応えできるよう、より充実した事業展開に努めてゆく

所存であります。

泉南市教育委員会
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1．施設の概要
略沿革

 平成 6 年 7 月～平成 7 年 3 月　基本設計及び実施設計。

 平成 7 年 3 月 浄化槽設置工事完成。

 平成 7 年 6 月 海会寺跡出土遺物 302 点が国の重要文化財

       に指定される。

      　 史跡海会寺跡整備事業完了。「史跡海会寺

       跡広場」として一般開放開始。

 平成 8 年 3 月 埋蔵文化財センター竣工。 

       1 階埋蔵文化財センター部門供用開始。

 平成 9 年 4 月 埋蔵文化財センター条例、同施行規則施行。

       展示施設一般開放開始。

 平成 10 年 7 月 重要文化財海会寺跡出土遺物を常設展示と

       する特別展示室オープン。

1  荷解場

2  警備員室

3  女子更衣室

4  休憩室

5  トイレ

6  ポンプ室

7  仮収蔵庫

8  洗浄室

9  遺物整理室

10 記録整理室

11 写場・暗室・乾燥室

12 図面収蔵庫

13 写真収蔵庫

14 特別収蔵庫

15 収蔵庫 1

16 収蔵庫 2

17 収蔵庫 3

18 展示ケース

19 ＣＯ 2 ボンベ室

20 風除室

21 エレベーター

22 受付

23 事務室

24 特別展示室

25 展示準備室

26 展示ホール

27 図書情報コーナー

28 トイレ

29 サロン

30 講堂兼視聴覚室

31 倉庫

32 調査研究室

33 図書保管室

34 会議室

施設全体図

施設

鉄筋コンクリート造地上 2 階耐火構造

 敷地面積   4602.24 ㎡

 建築面積   1164.82 ㎡

 延床面積   1893.86 ㎡

 1 階    990.89 ㎡

 2 階    902.97 ㎡

 総室数   1 階 27 部屋

       2 階 16 部屋

泉南市埋蔵文化財センター事業費 (平成 7 年度完成分まで )

 設計委託    11,433,000 円

 設計事務管理委託  8,446,000 円

 浄化槽設置工事  43,260,000 円

 建築工事    762,200,000 円

 植裁工事    6,180,000 円

 上水道施設負担金等 958,000 円

 用地購入    532,018,944 円
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2．組織・職員

  教育長 福本光宏

  教育部 部長 上ノ山　正人

   　  次長 右馬隆治

  生涯学習課  課長　岡坂吾一

       課長代理　阪本広行

   文化財保護係 主幹　　岡　一彦（本庁勤務）  

         係長　城野博文（埋蔵文化財センター勤務）

         主査　河田泰之（埋蔵文化財センター勤務）

月別入館者数

施設外への出張事業（依頼・共催）-1

施設外への出張事業（依頼・共催）-2

開館

日数

大人 子ども
計

男 女 男 女

４月 24 302 251 14 24 591

５月 21 258 149 45 27 479

６月 24 129 101 25 30 285

７月 24 230 228 40 43 541

８月 24 193 380 276 311 1160

９月 21 79 65 11 11 166

１０月 23 160 125 71 86 442

１１月 21 221 171 21 29 442

１２月 20 67 74 77 38 256

１月 19 116 123 50 51 340

２月 23 161 130 30 19 340

３月 26 235 222 80 59 596

合計 270 2151 2019 740 728 5638

月日 施設名（依頼内容） 人数

4 月 22 日
市立西信達小学校６年生

（タコ壺づくり・タコ壺漁の歴史説明）
81

5 月 12 日
市立雄信小学校 6 年生

（火おこし・タコ壺漁の歴史説明）
39

5 月 19 日
市立雄信小学校 6 年生

（タコ壺づくり）
39

5 月 21 日
市立西信達小学校６年生

（タコ壺づくり）
81

5 月 26 日
市立樽井小学校６年生

（タコ壺づくり・タコ壺漁の歴史説明）
114

6 月 7 日
きしわだ自然資料館

（弥生時代の文様でポストカードを製作）
100

6 月 9 日
市立鳴滝小学校

（組みひもづくり）
20

6 月 15 日
市立一丘小学校

（タコ壺づくり・タコ壺漁の歴史説明）
65

6 月 19 日
市立雄信小学校タコ壺づくり

（タコ壺焼き）
39

6 月 25 日
市立樽井小学校６年生

（タコ壺焼き）
114

7 月 6 日
市立一丘小学校

（タコ壺焼き）
65

7 月 17 日
新家グリタ子ども会

（組みひも・割り箸鉄砲づくり）
20

9 月 1 日
新家グリタ子ども会

（組みひも・割り箸鉄砲づくり）
20

9 月 13 日
きしわだ自然資料館

（プラ板で古代のアクセサリーづくり）
20

10 月 18 日

泉南市商工会

（泉南マルシェでのブース出展・タコの折紙と出土タ

コ壺展）

200

10 月 25 日
西信達地区地域教育協議会

（西信フェスタでの組みひもづくり）
200

11 月 15 日
和歌山県立紀伊風土記の丘

（風土記まつりでのミサンガづくり）
200

12 月 15 日
市立東小学校全学年

（古代パンづくり）
75

1 月 31 日

府立弥生文化博物館

（弥生フェスティバルでのストロー管玉ネックレスづ

くり）

100

2 月 3 日
市立西信達小学校 3 年生

（昔の道具体験とかき餅焼き）
65

2 月 5 日
市立西信達小学校 1 年生

（昔の遊び）
62

2 月 8 日
市立東小学校全学年

（カルタ大会）
75

2 月 16 日
市立信達小学校 3 年生

（民具の使用体験）
144

2 月 25 日
泉南市砂川小学校 3 年生

（民具の使用体験）
89

3 月 4 日
府立江之子島文化芸術創造センター

（「わがまちカンヴァス事業」の事例発表）
60

3 月 27 日

府立弥生文化博物館

（弥生フェスティバル「ミサンガをつくろう！」の製

作指導）

30

合計 2117

月日 団体名（内容 ) 人数

4 月 27 日 道草会（施設見学と解説） 86

5 月 24 日
南泉州観光ボランティア連絡協議会

（大坂夏の陣から４００年記念イベント）
161

7 月 2 日
障害福祉課チャオの会

（施設見学・組みひもづくり）
19

おもな団体 -1

3. 利用者数と利用形態
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その他依頼

月日 団体名 内容 人数

4 月 3 日 子育て支援課 出前保育事業 20

4 月 6 日 子育て支援課 出前保育事業 16

4 月 14 日 人権推進課
フィールドワークによる施

設利用
25

4 月 26 日 産業観光課
観光ガイド養成研修

（施設見学）
168

6 月 4 日 人権推進課 初任者研修による施設使用 52

7 月 27 日 指導課
市内小中学校初任者研修 

（施設見学など）
34

9 月 16 日
富山大学人文学部

日本語研究室
方言調査による施設使用 17

10 月 26 日
大阪府都市教育委員会

連絡協議会
泉北・泉南ブロック研修会 40

1 月 6 日 子育て支援課 出前保育事業 73

2 月 29 日 子育て支援課 出前保育事業 50

合計 495

おもな団体 - ２

7 月 28 日
放課後クラブオーパ

（消しゴムハンコでポストカードづくり）
13

8 月 6 日
放課後クラブオーパ

（棒とんぼづくり）
15

8 月 20 日
放課後クラブ　オーパ

（ゴム鉄砲づくり）
11

10 月 15 日
泉南市立鳴滝小学校 1 年生

（施設見学と紙芝居・火おこし）
44

10 月 15 日
泉南市立新家東小学校 1・2 年生

（施設見学と紙芝居・火おこし）
70

10 月 21 日
ブロードトラベル

（施設見学）
33

11 月 14 日
大坂の陣 400 年プロジェクト実行委員会

（施設見学）
200

11 月 28 日
両槻会

（施設見学と講座）
30

12 月 12 日
ボーイスカウト泉南第２団カブスカウト隊

（カレンダーづくり）
22

3 月 24 日
泉南市立図書館

（「春休み小学生カルタ大会」）
40

3 月 29 日
放課後クラブオーパ

（施設見学とカルタ遊び）
22

合計 766

機関名 内　容 点数

個人
【資料貸出】個人的に保管したい（母親の若いころ

の写真なので）（市内資源発見活用事業登録物件）
1

個人
【資料貸出】個人的に保管したい（阪和電鉄のパン

フレットなど）（市内資源発見活用事業登録物件）
3

白井病院
【資料貸出】高齢者の方々のコミュニケーション

ツールとして。民具の写真パネルセット（市内資源

発見活用事業登録物件）

74

白井病院
【資料貸出】高齢者の方々のコミュニケーション

ツールとして民具を借用。（市内資源発見活用事業

登録物件）

7

熊取町教育委員会
【資料貸出】展示資料として（阪和電鉄のパンフレッ

ト）（市内資源発見活用事業登録物件）
1

社会福祉法人

長寿会

【資料貸出】高齢者の方々のコミュニケーション

ツールとして。民具の写真パネルセット（市内資源

発見活用事業登録物件）

74

読売テレビ
【資料貸出】『かんさい情報ネット ten!』での紋羽

工場の写真紹介（市内資源発見活用事業登録物件）
4

泉南案内人の会
【資料貸出】砂川奇勝・砂川奇勝と遊園の写真（市

内資源発見活用事業登録物件）
4

西信達小学校
【資料貸出】民具など社会科学習のために活用（市

内資源発見活用事業登録物件）
15

泉南市立図書館
【資料貸出】紙芝居を上演・展示（「お菊山」「ご

ろ吉仏さま」）
2

信達小学校
【資料貸出】民具など社会科学習のために活用（市

内資源発見活用事業登録物件）
15

社会福祉法人

長寿会

【資料貸出】高齢者の方々のコミュニケーション

ツールとして。民具の写真パネルセット（市内資源

発見活用事業登録物件）

76

砂川小学校 【資料貸出】民具など社会科学習のために活用 15

合計 291

市内資源発見活用事業登録物件：291 件、文化財の調査成果資料：0 点

資料貸出しなど -1
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4. 展示

常設展示

「海会寺跡」
 内容 隣接する国史跡海会寺跡からの出土品のうち、国重要文化財指 

  定物件を中心に展示。海会寺跡の歴史的価値をわかりやすく紹介。

企画展示

「思い出のせんなん写真展」
 期間 4 月 25 日～ 6 月 30 日

 内容 泉南市内で撮影された写真を持ち主の思い出を添えて紹介する 

  ほか、当時の暮らしの道具なども展示。あわせて市民などから写真 

  を募集したが、今年度は展示期間中の応募がなかった。

「せんなん郷土カルタ展」
 期間 11 月 8 日～ 3 月 31 日

 内容 教育委員会で実施している「郷土カルタ作成事業（平成 27 年

  12 月発行）」をワークショップでの資料や、市内小学校から寄せら

  れた読み札の句・絵札の原画（水彩画）など 70 点で紹介。関連行事

  として「せんなんカルタ発行記念カルタ大会」実施した。

「泉南市は世界的なタコ壺のまち展」
 期間 2 月 13 日～ 4 月 9 日

 内容 泉南市は、全国的（＝世界的）にもふるい時代から現代までタ 

  コ壺漁が行われてきたまちです。また、市内に所在する戎畑遺跡は、

  タコ壺漁を行っていた村の様子がわかる遺跡としては全国的（＝世

  界的）なものといえます。それらを「まちの魅力」としてとらえ全

  国に発信する、「せんなんタコ壺プロジェクト」を阪南大学和泉研

  究室と連携して、今年度に実施した成果を展示することで、今後プ

  ロジェクトを推進する主体となるコミュニティ形成を目的とした。

  関連行事として講座 2 回、体験プログラムを１回実施した。

「泉南のモササウルス展」
 期間 3 月 12 日～ 3 月 27 日

 内容 泉南市生涯学習推進係所管の「泉南楽会」として開催。泉南市

  で見つかった中生代白亜紀後期のモササウルスの顎の骨や、泉南地 

  域で発掘された化石・パネルを展示。関連行事として講座を１回実 

  施した。

5. 体験学習　「まいぶんクラブ」
 内容 昔の暮らし体験を通じて、歴史文化への興味関心を持つきっか 

  けを提供することが目的。ボランティアの協力を得て実施した。

 ①タコ壺づくり　5/9（土）参加者 21 人

  当時の方法で、本格的なタコ壺づくり。

 ②まが玉ネックレスづくり　5/23（土）参加者 48 人

  古墳時代のまが玉をアレンジしたネックレスづくり。

 ③組みひもづくり　　6/13（土）参加者 21 人

  飛鳥時代の組みひもと同じ方法でのミサンガづくり。

 ④プラ板キーホルダーづくり　6/27（土）参加者 22 人

  昔の文様を写し取ったキーホルダーづくり。

 ⑤消しゴムハンコで葉書　7/11（土）参加者 30 人

  むかしの文様の消しゴムハンコでポストカードづくり。　

 ⑥棒トンボづくり　8/4（火）参加者 18 人
まいぶんクラブ「タコ壺づくり」のようす

せんなん郷土カルタ展　関連行事「かるた大会」のようす

「泉南市は世界的なタコ壺のまち展 」講座のようす

「泉南のモササウルス展」のようす
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歴史倶楽部　現地見学のようす

  アイスの棒を使った竹トンボづくり。

 ⑦組みひもミサンガづくり　8/13（木）参加者 25 人

  飛鳥時代の組みひもと同じ方法でのミサンガづくり。

 ⑧割り箸ゴム鉄砲づくり　8/18（火）参加者 25 人

  割り箸 と輪ゴムをつかったゴム鉄砲づくり。

 ⑨プラ板キーホルダーづくり　8/25（火）参加者 24 人

  昔の文様を写し取ったキーホルダーづくり。

 ⑩消しゴムハンコでトートバック 10/24（土）参加者 21 人

  むかしの文様の消しゴムハンコを使ったトートバックづくり。

 ⑪まが玉でネックレスづくり　11/14（土）参加者 19 人

  古墳時代のまが玉をアレンジしたネックレスづくり。

 ⑫木の実の動物づくり　11/28（土）参加者 28 人

  史跡海会寺跡広場にある木の実をつかった動物のミニチュアづくり。

 ⑬ツタ飾りづくり　12/12（土 ) 参加者 29 人

  史跡海会寺跡広場にあるツタをつかったツタ飾りづくり。

 ⑭カレンダーづくり　12/25（金）参加者 22 人

  史跡海会寺跡広場にあるツタや木の実を使ったカレンダーづくり。

6. フィールドワーク　「歴史倶楽部」
飛鳥京から平安京への遷都の流れを、実際に現地を見学することに

よって、当時の政治・経済の動向やその時代の文化を学ぶことが目的。

加えて現状の「みやこ」の遺跡を見ることで、文化財の保護・保存の

重要性を参加者と一緒に考えることをテーマとした（登録者数 50 名・

ボランティア５名）。

①説明会 　3/18　( 水）　　

②現地見学 1　4/8（水）「飛鳥のみやこ①」距離約 10km

 参加者 33 名（ボランティア５名）　近鉄橿原神宮前駅～甘樫坐神社

～豊浦寺跡～古宮遺跡～雷丘東方遺跡～明日香村埋蔵文化財展示室～

甘樫丘休憩所（昼食）～水落遺跡～石神遺跡～飛鳥寺～飛鳥寺西方遺

跡～伝飛鳥板蓋宮跡～川原寺・橘寺～甘樫丘東方遺跡～甘樫丘展望台

～近鉄橿原神宮前駅　

③現地見学 2　5/13（水）「難波宮」距離約 10km　

参加者 40 名（ボランティア５名）　ＪＲ大阪城公園駅～旧・大阪砲

兵工廠化学分析所～大阪城二の丸（京橋口・伏見櫓跡・極楽橋）～大

阪城本丸（山里丸・刻印石広場・隠し曲輪）～金蔵～天守閣～旧陸軍

第四司令部～桜門～大阪城二の丸（一番櫓・六番櫓）～千貫櫓・多聞

櫓～難波宮跡（昼食）～大阪歴史博物館～朱雀大路跡～細工谷遺跡～

～四天王寺

④現地見学 3　6/10（水）「近江大津宮」距離約 7km

参加者 34 名（ボランティア 4 名）　ＪＲ大津駅～琵琶湖疏水～三井

寺～大津市歴史博物館～弘文天皇陵～新羅善神堂～皇子が丘公園（昼

食）～近江大津宮錦織遺跡～近江神宮～榿木原遺跡～南滋賀町廃寺跡

～ＪＲ南滋賀駅

⑤現地見学 4　7/8（水）「飛鳥のみやこ②」距離約 6km

参加者 35 名（ボランティア 5 名）　近鉄橿原神宮前＜バス移動＞飛

鳥資料館～飛鳥坐神社～飛鳥池工房遺跡（昼食）～奈良県立万葉文化

館～酒船石遺跡～岡寺～＜バス移動＞近鉄飛鳥駅

⑥講座 5　8/5（水）講座「古代のみやこ」

参加者 38 名（ボランティア 5 名）

⑦現地見学 6　9/16（水）「藤原京」距離約 9km　

参加者 23 名（ボランティア 4 名）　近鉄畝傍御陵前駅～神武天皇陵
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   内容 泉南沖で生息するマダコの生態について 「オモシロおかし

     く」 紹介。泉ダコがなぜ「やらこてうまい」のか、専門家に

     よる納得の講座

   日時 3/12（土）13：30 ～ 15：00

   会場 埋蔵文化財センター

   参加者　31 名

　「タコたっぷりです！チリメンモンスター」
   講師 きしわだ自然資料館の皆さん

   内容 きしわだ自然資料館の名物プログラムを、いつもより「タコ

     たっぷり」なチリメンジャコで実施。大阪湾の豊かさを見て

     みてさわって発見できる体験プログラム。今回は特別に大阪

     湾の魚の生態がわかる人形劇も実施。

   日時 3/26（土）13：30 ～ 15：00

   会場 埋蔵文化財センター

   参加者　34 名

　「タコあそび」
   講師 せんなんタコ壺プロジェクトメンバーの皆さん

   内容 タコの折紙やタコ壺づくりなど、タコをテーマにした楽しい

     遊びやおもちゃ作り。いずれも「泉南市は世界的なタコ壺の

     まち」を普及啓発するための手作りプログラム。

   日時 3/28（月）13：30 ～ 15：00

   会場 埋蔵文化財センター

   参加者　11 名

企画展「泉南のモササウルス展」関連講座

　「泉南の化石が解き明かす恐竜時代の大阪」 

   講師 宇都宮　聡さん

     林　昭次さん（大阪市立自然史博物館）

   内容 市内でみつかったモササウルスの化石からわかる新事実と、

     化石が見つかった和泉層群の年代や学術的価値、今後発見が

     きたされる恐竜化石発見の可能性いて。モササウルスの発見

     者と、気鋭の恐竜学者が講演。

     講演の後、講師と一緒に化石発掘体験も実施した。

   日時 3/19（土）13：30 ～ 15：00

   会場 埋蔵文化財センター

   参加者　41 名

8. 文化財普及啓発ボランティア
活動への参加を通じて文化財保護の必要性を認識してもらうことが目

的。ボランティア活動の場と参加体験型学習への参画機会を提供する

ことで、施設の新規利用者の獲得も見込まれる。

～「重要伝統的建造物群保存地区」今井町（昼食）～近鉄八木西口＜

電車移動＞近鉄畝傍御陵前駅～本薬師寺跡～日高山窯跡～藤原京朱雀

大路～藤原宮大極殿～橿原市藤原京資料室～近鉄畝傍御陵前駅

⑧現地見学 7　10/14（水）「平城京」距離約 10km　

参加者 34 名（ボランティア 5 名）　ＪＲ郡山駅～羅城門跡～朱雀大

路跡～朱雀門～平城京歴史館（昼食）～平城宮跡資料館～第一次大極

殿～第二次大極殿跡～東院庭園広場～遺構展示館～奈良交通・平城宮

跡バス停

⑨現地見学 8　10/28（水）「飛鳥のみやこ③」距離約 7km　

参加者 31 名（ボランティア 4 名）　近鉄桜井駅＜バス移動＞談山神

社～長安寺薬師堂（昼食）～不動の滝～気都和既神社～都塚古墳～伝

飛鳥板蓋宮跡（飛鳥浄御原宮跡）～飛鳥京跡苑池～飛鳥バス停＜バス

移動＞近鉄橿原神宮前駅

⑩現地見学 9　11/11（水）「恭仁宮」距離約 9km　

参加者 31 名（ボランティア 5 名）　ＪＲ加茂駅～恭仁宮跡～山城国

分寺塔跡（昼食）～海住山寺～木津川市文化財整理保管センター恭仁

分室～ＪＲ加茂駅

⑪現地見学 10　12/2（水）「長岡京」距離約 9km　

参加者 32 名（ボランティア 5 名）　ＪＲ向日町駅～向日市文化資料

館～須田家住宅～向日神社～元稲荷古墳～勝山緑地（昼食）～長岡宮

大極殿跡～長岡宮朝堂院跡～光明寺～長岡天満宮～阪急長岡天神駅・

ＪＲ長岡京駅

⑫講座「まとめ」12/16（水）

 参加者 39 名（ボランティア 4 名）

⑬現地見学 10　1/27（水）「平城京外京」距離約 6.5km

 参加者 22 名（ボランティア 5 名）　ＪＲ奈良駅～興福寺～奈良公園

（昼食）～頭塔～元興寺～奈良町～ＪＲ奈良駅

7. 講座

「せんなん郷土カルタ展」関連講座

　「せんなんカルタ発行記念かるた大会」
   講師 プロジェクトメンバーの皆さん

   協力 上之山　幸代さん、柳原可奈さん（アルパ演奏）

   内容 『ええとこいっぱい！せんなんかるた』の発行・発売を記念

    して実施。アルパの演奏や、豚汁の提供など実施。

   日時 2/27（土）13：30 ～ 15：00

   会場 埋蔵文化財センター

   参加者　19 名

「泉南市は世界的なタコ壺のまち展」関連講座

　「せんなんタコ壺プロジェクトの可能性

       ～観光まちづくりの視点から」
   講師 和泉　大樹さん（阪南大学国際観光学部）

   内容 そもそもこの「せんなんタコ壺プロジェクト」は、阪南大学

     和泉研究室の学生が考えたアイデア。プロジェクトの内容評

     価と、今後の方向性について会場を巻き込んで議論。

   日時 2/27（土）13：30 ～ 15：00

   会場 埋蔵文化財センター

   参加者　19 名

　「せんなんのタコの話 - やろこうてうまい理由」
   講師 鍋島靖信さん（大阪府立環境農林水産研究所）

対象事業 内　容 協力者数
フィールドワーク

歴史倶楽部
現地見学時の引率・説明補助 5 人

まいぶんクラブほか

参加体験型学習
プログラムの企画・実施 8 人

　文化財活用促進事業
・ワークショップへの参加

・イベントの企画実施

45 人

約 180 人

ご協力いただいた事業とその内容



7

9. 市内資源発見活用（せんなんのたからもの）事業
泉南市に関連する文化遺産（広義の文化財＝せんなんのたからもの）

の価値を最大化させることが目的。住民と行政が、文化遺産の活用を

通して文化財保護の必要性を共有することを目標だ。住民に地域への

誇りを持つきっかけを提供することで、市域の活性化が見込まれる。

現在 3 つの段階にわけて事業をすすめ、各段階ごとに目標を設定して

いる。

段階１　文化財の認識をひろめる
　「せんなんのたからもの」を公募する。「せんなんのたからもの」とは、

　時代や価値などの基準は設けず、①泉南市に関係するもので、②所有

　する人が大切だと思い、③活用したいとつよく思うものとする。登録

　物件は持ち主の所有とする。

　目標  ・住民に「せんなんのたからもの（広義の文化財）とは何

      か？」を考えるきっかけを提供する。

     ・「せんなんのたからもの」を公開する方法や活用方法に

      ついて、所有者や利用者の要望を把握する。

段階２　情報を共有する
　応募のあった「せんなんのたからもの」を随時閲覧可能な状態で公開

　することで、ひろく活用をうながす。公開する手段は、前段階で把握

　した所有者や利用者の要望を反映する。

　目標  ・利用者による主体的な活用をうながし、地域の宝として

      の認知をひろめる。

     ・利用者の意見をもとに、具体的な活用形態を把握する。

段階３　利用者が活用しやすい環境をつくる
　前段階で把握した具体的な活用形態を実現するために、エコミュージ

　アム化など「せんなんのたからもの」を利用者が主体となり活用でき

　る環境づくりをおこなう。

　目標  ・活用をきっかけとした人間関係の構築をうながし、維持 

      発展させる。

     ・泉南市らしい仕組み作りを行う。

【登録物件の活用について】

　教育・生涯学習・地域活動の素材として、グループや個人が利用する

　ことをいい、活用方法は持ち主の承諾さえ得られれば特に制限はない。

利用者による主体的な登録物件の活用

種類 月日 主体 活用の内容など 件数

個人・市外 5 月 25 日 個人 当時の写真（母親）のデータをプリントして、家庭内で保存。 1

個人・市内 6 月 10 日 個人
ゼミ（大阪市立大学）のグループワークでの資料及びまち歩きセミナーの配布

冊子への掲載。
3

事業者・高齢者 7 月 8 日 白井病院 【資料貸出】  脳健康教室（回想法 ) に使用。 74

事業者・高齢者 7 月 8 日 白井病院 【資料貸出】  脳健康教室（回想法）に使用。 7

教育・市外 9 月 13 日 熊取町教育委員会　
【資料貸出】雨山ハイキングのパンフレット（阪和電鉄）煉瓦館企画展「熊取

の文化」に展示。
1

事業者・高齢者 10 月 15 日 社会福祉法人　長寿会 【資料貸出】　脳健康教室（回想法｝の使用として。 74

報道・新聞 10 月 21 日
読売テレビ「かんさい情報

ネット ten
【資料貸出】「Go ！ Go ！若一調査隊」のコーナーで放送。 4

個人・市内 1 月 31 日 泉南案内人の会 【資料貸出】泉南市内の案内用ガイド文資料への掲載。 4

学校教育・小学校 2 月 3 日 市立西信達小学校 【資料貸出】民具など社会科学習のために活用。 15

学校教育・小学校 2 月 16 日 市立信達小学校 【資料貸出】民具など社会科学習のために活用。 15

事業者・高齢者 2 月 17 日 社会福祉法人　長寿会 【資料貸出】脳健康教室（回想法）に使用。 76

学校教育・小学校 2 月 25 日 市立砂川小学校 【資料貸出】民具など社会科学習のために活用。 15

住民などにより　12 回　・289 件　の登録物件が活用された。

行政による登録物件の公開

形態 名称など 内容 公開の方法など その他公開方法 回数 件数

印刷物 広報せんなん 毎月登録物件を紹介。新規応募を促す。 全戸配布 泉南市ウェブサイト 3 3

展示 思い出のせんなん写真展
「せんなんのたからもの」の写真から約 200 枚を選び

出し当時の持ち主の思い出を添えて展示。

会期：4/25 ～ 6/30

会場：埋蔵文化財センター
1 70

展示 泉南のモササウルス展

泉南市で見つかった中生代白亜紀後期のモササウルス

の顎の骨と一緒に、和泉層群で発見された葉の化石を

展示。

会期：3/12 ～ 3/27

会場：埋蔵文化財センター
1 1

住民などによる主体的な活用を促すために　5 回・74 件　の登録物件の情報を公開した
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10. 文化財活用促進事業
住民などと、文化財の多面的な活用を継続的に実践し、プレーヤー増と

オープンな参画を志向することで、「シビックプライド1）」の醸成を目

指す。これにより、泉南らしい文化財保護の仕組みづくりを構築するこ

とを目的とする。今年度は以下の 3 事業を実施した。
1）伊藤香織 + 紫牟田伸子監修 2008『シビックプライド‐都市のコミュニケーション

をデザインする』

10-1. 海会寺ハスいっぱいプロジェクト
・事業内容の充実に、住民参画を手法として取り入れることで、史跡公

　　園および埋蔵文化財センターの活用方法の創造が見込まれる。

・事業の周知と新たなメンバー獲得のため、お披露目イベント「ハスコ

  ンサート」と「ハスフェスタ」を実施した。
　　事業概要

■本事業に参画した住民 　195 名（のべ 287 名）

■ワークショップ　6 回　参加者 15 名（のべ 61 名）

内訳：3/5（14 名）、4/15（6 名）、4/16（9 名）、5/7（9 名）、5/14（9

名）、6/11（14 名）

■チームごとのあつまり　7 回

パン販売の打合せ 6/2（1 名）、パン販売の打合せ 6/15（2 名）、ポーチュ

ラカの植替え 6/27（7 名）、コンサート出演者打合せ 7/1（4 名）、会場用

イスの借り受け運搬 7/21（1 名）、竹鉄砲づくり 7/27（6 人）、前日準備

と搬入 8/6（10 人）

■イベント参加者　862 名

「ハスコンサート」　159 名

（内訳：来場者 104 名、出演者 55 名）

「ハスフェスタ」　703 名

（内訳：来場者 563 名、スタッフ 15 名、出演者等 125 名）

■本事業の紹介

ぱどナビマガジン（6/26 号）

ふぁみりー泉州（7 月号 No.162 号）

あさひゆめほっと（636 号）

読売新聞（大阪版 7/26 朝刊）

ふぁみりー泉州（8 月号 No.163 号）

J:COM「ホームタウンウィークリー」（8/17 ～ 8/23）

ふぁみりー泉州（9 月号 No.164 号）

   　■事業への協力

一般財団法人小谷城郷土館、泉大津市立池上曽根弥生学習館、大阪ガス　ガ

ス科学館、大阪府立弥生文化博物館、泉州・紀北ミュージアムネットワーク、

きしわだ自然資料館、国登録有形文化財山田家住宅、公益財団法人徳島県埋

蔵文化財センター、子育て支援センターひだまり、泉南市文化協会、泉南市

立信達中学校、鳥取県立博物館、和歌山県立紀伊風土記の丘、阪南大学国際

観光学部和泉研究室

    

10-2. 域学連携で取り組む文化財を活かした地域づくり
・域学連携の手法を志向することで、文化財の活用方法の創造をめざす。

・昨年度提案された和泉研究室のアイデアをもとに、住民が「せんなん

　　タコ壺プロジェクト」を企画し実施した。

・今年度の事業終了後、学校教育のなかで、継続した取り組みとして受

　　け入れられることとなった（平成 28 年度以降、西信達小学校が、

　　岡田浦漁協の支援のもと埋蔵文化財センターと一緒に取り組むこと

　　となった）。
　　【事業概要】

■本事業に参画した住民 のべ 69 名

■ワークショップの参加者 住民 13 名（のべ 50 名）

　企画 1・2・3 の実施にかかるワークショップを 5 回実施した。

　内訳：4/17（9名）、5/15（8名）7/24（13 名）、7/31（10 名）、8/20（10名）

■各企画の参加者

　企画１「せんなん戎畑遺跡のタコ壺をつくる」

　　5/9 まいぶんクラブ「タコツボをつくる」 参加者 20 名

　　5/19・6/19 雄信小学校（6 年生・35 名、先生役 3 名）

　　5/21 西信達小学校（6 年生・79 名、先生役 3 名）

　　5/26・6/25 樽井小学校（6 年生・106 名、先生役 5 名）

　　6/15・7/6 一丘小学校（6 年生・72 名、先生役 8 名 )

　　＊（先生役）はプロジェクトメンバーが先生役として参加した人数

　企画２「実験！昔のタコ壺でタコが獲れるか」＊岡田浦漁港内にて実施　

　　6/23「タコ壺を沈める」（参加者名 17 名）　

　　6/30「タコ壺を引き上げる」（ 参加者 20 名）

　企画３「プロジェクト成果展せんなんタコあかり」

　　8/29「せんなんたこあかり」（場所：サザンぴあせんなん、来場者約500 名）

　　10/18「せんなんマルシェ」（場所：南部防災拠点、来場者約 2000 名）

　　2/13 ～ 4/8　企画展「泉南市は世界的なタコ壺のまち展」

  （場所：埋蔵文化財センター、来場者 862 名）

■本事業の紹介

 日本経済新聞（5/27 夕刊）

　産経新聞（5/29 朝刊）

　中日新聞（5/31 朝刊）

　信濃毎日新聞（6/2 夕刊）

　中国新聞（6/4 朝刊）

　京都新聞（6/4 朝刊）

　毎日新聞（6/9 朝刊）

　ＭＢＳ「ちちんぷいぷい」（6/19 放送）

　ＮＨＫラジオ第一「旅するラジオ・旅ラジ！」（7/27・岡田浦漁港から生放送） 

　J: COM「関西 TODAY」（8/26 放送）

　ふぁみりー泉州（11 月号 No.166 号）

10-3 郷土カルタ作成事業
・住民が、「まちの魅力（＝文化財）」を認識するための、きっかけと

　　場と機会の創造を目的とする。

・「誰でもウェルカム」のオープンでフラットな場でのカルタづくりを

　　志向することで、ひとりでも多くの住民が「まちの魅力（＝文化　

　　財）」発信の担い手となることが見込まれる。

・今年度は、カルタの印刷と配布・販売のほか、普及を目的とした企画

　　展およびカルタ大会を実施し、事業を終了した。

・事業終了後、住民有志によるカルタの増刷と普及を目的とした実行委

　　員会の立ち上げにつながった。
　　【事業概要】 

    ■本事業に参画した住民　のべ 82 名 

    ■ワークショップの参加者　10 名（のべ 59 名）

    　「絵札の構図をきめる」4/21（9 名）、4/28（8 名）

    　「札や箱のデザインをきめる」9/17（9 名）、10/1（10 名）

    　「原稿の最終確認」10/15（7 名）

    　「遊び方のルールをきめる」10/22（7 名）、10/29（9 名）

    ■カルタの印刷と配布

    　印刷部数 1000 部。うち無料配布 852 部、販売用 148 部

    【無料配布の内訳】庁内：316部、協力者：74部、保育所・学校：391部、

　　　　　　　　　  　　団体：7 部、近隣図書館：24 部、福祉施設：40 部

   ■カルタ発行の周知

   　カルタ大会

   　　「ええとこいっぱい！せんなんかるた発行記念カルタ大会」（1/9）

　  　　　　会場：埋蔵文化財センター

   　　　　来場者：約 50 名（内訳：参加者 19 名、メンバー 11 名、協力者 2 名）

　  　　「全校対抗せんなんかるた大会」（2/8）

　　　　　　　会場：東小学校、参加者：62 名、メンバー：10 名

　　　　企画展示　

　　　　　せんなん郷土カルタ展（11/8 ～ 3/31）

　　　　　　　会場：埋蔵文化財センター、来場者数：1667 名

   ■本事業の紹介

   　ふぁみりー泉州（11 月号 166 号）

   　産経新聞（12/16 朝刊）

　 　 　ふぁみりー泉州（1 月号 168 号

　  　ふぁみりー泉州（2 月号 No.169 号）

　  　おかあさんチョット（2 月号 341 号）

　  　J:COM りんくう『ホームタウンウィークリー』（2/7 ～ 2/13）

   ■住民有志による実行委員会立ち上げのための検討会（2/24、3/25）
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海会寺ハスいっぱいプロジェクトニュースレター　１

海
会
寺
ハ
ス
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
15
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

第
１
回
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ま
ず
は
話
し
合
う

01 日
時
：
平
成
27
年
3
月
5
日
（
木
）

 
10
：
00
～
12
：
00

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
：
14
名

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

10
：
00
　
自
己
紹
介

10
：
10
　
昨
年
の
振
り
返
り

10
：
30
　
良
か
っ
た
と
こ
ろ
、
も
う
少
し
だ
っ
た
と
こ
ろ

11
：
40
　
今
年
の
取
り
組
み
の
方
向
性

■
ま
ず
は
意
見
交
換
か
ら
　
今
年
の
取
り
組
み
に
む
け
て
の
初
め
て
の
話
し
合
い
。
新
規
加
入
の
方
、
2
名
を
含
み
ま
す
。

ス
ラ
イ
ド
で
昨
年
の
活
動
を
み
て
の
振
り
返
り
。「
良
か
っ
た
と
こ
ろ
」
と
「
も
う
少
し
だ
っ
た
と
こ
ろ
」
を
各
自
5
枚
以
上
、

付
せ
ん
に
書
き
だ
し
て
、
今
年
の
取
り
組
み
の
方
向
性
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

「
海
会
寺
ハ
ス
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は
？

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
、
古
代
ハ
ス
を
栽
培
し
多
く
の
方

が
楽
し
め
る
場
づ
く
り
を
は
じ
め
ま
す
。
ハ
ス
の
花
の
あ
る

空
間
の
楽
し
み
方
を
考
え
、
実
践
し
て
み
た
い
方
、
か
つ
て

ハ
ス
の
花
（
の
軒
丸
瓦
）
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
海
会
寺
跡
を

再
び
！
が
目
標
。
日
程
は
未
定
で
す
が
、今
年
も
「
ハ
ス
フ
ェ

ス
タ
」
を
目
標
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

海
会
寺
と
い
え
ば
ハ
ス
の
花

飛
鳥
時
代
、
国
内
屈
指
の
寺
院
だ
っ
た
国
史
跡
海
会
寺
跡
。

海
会
寺
の
軒
先
を
飾
っ
た
軒
丸
瓦
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
ハ
ス
の

花
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
で
し
た
。
そ
の
端
正
な
デ
ザ
イ

ン
か
ら
は
、
海
会
寺
が
建
立
さ
れ
た
年
代
や
そ
の
背
景
が
読

み
取
れ
る
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
人
々
の
心
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ハ
ス
の
花
で
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
海
会

寺
を
再
び

か
つ
て
の
海
会
寺
は
、

ハ
ス
の
花
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
軒
丸
瓦
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。
こ
の
取

り
組
み
は
、
ふ
た
た
び

海
会
寺
跡
を
ハ
ス
の

花
で
い
っ
ぱ
い
に
す
る
取
組
み
で
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
、
毎
年
ハ
ス
を
栽
培
す
る
だ
け
で
な
く
、
ハ
ス
の
花
の

あ
る
空
間
（
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）
の
楽
し
み
方
を
考
え
、

実
践
す
る
と
り
く
み
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
育
て
て
、

増
や
し
て
、楽
し
ん
で
、ハ
ス
の
花
で
埋
文
と
海
会
寺（
の
あ
っ

た
史
跡
公
園
）
を
い
っ
ぱ
い
に
し
よ
う
！
が
目
標
で
す
。

育
て
る
ハ
ス
は
当
時
の
も
の

栽
培
す
る
の
は
古
代
ハ
ス
と
し
て
知
ら
れ
る
「
大
賀
ハ
ス
」

の
子
ど
も
た
ち
（
大
賀
ハ
ス
の
子
世
代
の
レ
ン
コ
ン
）。
約

20
00
年
前
の
地

層
か
ら
見
つ
か
っ

た
と
さ
れ
る
も
の

で
す
。
レ
ン
コ
ン

が
特
産
の
徳
島
県

板
野
郡
板
野
町
に

あ
る
徳
島
県
立
埋

蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
か
ら
譲
っ
て

も
ら
っ
た
も
の
。

今
年
は
鉢
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
そ

う
で
す
。
昨
年
に
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
咲
い
た
古
代
ハ
ス

海
会
寺
の
軒
先
を
飾
っ
た

ハ
ス
の
花
の
文
様
の
軒
丸
瓦

こ
の
取
り
組
み
に
　
参
加
し
て
み
た
い
方
大
歓
迎
で
す
！

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

■
ふ
り
か
え
っ
て
み
て
わ
か
っ
た
こ
と

　
と
り
あ
え
ず
植
え
る
こ
と
か
ら
始
め
た
昨
年
の
取
り
組
み
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
花
を
咲
か
せ
、「
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
」
で
は

40
0
人
ほ
ど
の
来
場
者
を
あ
つ
め
た
こ
の
取
り
組
み
。
今
年

度
の
方
向
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

　
昨
年
の
取
り
組
み
で
「
良
か
っ
た
と
こ
ろ
」
と
「
も
う
ひ

と
つ
だ
っ
た
と
こ
ろ
」
を
付
せ
ん
に
書
き
出
し
、
グ
ル
ー
プ

ン
グ
。
気
づ
い
た
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
最
後

に
な
っ
て
メ
ン
バ
ー
さ
ん
の
指
摘
で
気
づ
い
た
の
で
す
が
、

「
昨
年
の
振
り
返
り
の
と
き
と
ほ
ぼ
同
じ
（
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

09
参
照
）」
内
容
。
驚
き
で
し
た
。

　
昨
年
、
見
事
な
花
を
咲
か
せ
た
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

の
古
代
ハ
ス
。
今
年
も
さ
ら
に
多
く
の
花
を
咲
か
す
た
め
、

植
え
替
え
作
業
に
を
実
施
。
一
般
参
加
も
大
歓
迎
で
す

【
と
き
】
4
月
15
（
水
）・
16
日
（
木
）
午
前
10
時
～

■
次
回
以
降
の
ご
あ
ん
な
い
　
　「
ハ
ス
の
植
え
替
え
を
行
い
ま
す
」

【
と
こ
ろ
】
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

【
申
込
み
】
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
メ
ー
ル
で
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

ま
で
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
48
3-
70
89
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

昨
年
の
取
り
組
み
で
「
よ
か
っ
た
と
こ
ろ
」

昨
年
の
取
り
組
み
で
「
も
う
ひ
と
つ
だ
っ
た
と
こ
ろ
」

「
よ
か
っ
た
と
こ
ろ
」
+「
も
う
ひ
と
つ
だ
っ
た
と
こ
ろ
」
で

見
え
て
き
た
今
年
の
取
り
組
み
の
方
向
性
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海会寺ハスいっぱいプロジェクトニュースレター　２

海
会
寺
ハ
ス
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
15
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

第
2.
3
回
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

植
替
え
が
早
く
終
わ
っ
た
の
で

日
程
と
、
内
容
も
話
し
合
う

02 ■
ハ
ス
の
植
え
替
え

日
時
：
平
成
27
年
4
月
15
日
（
水
）
10
：
00
～
12
：
00

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
：
6
名

■
予
定
よ
り
早
く
済
ん
だ
の
で
…
　
は
す
の
植
え
替
え
作
業
に
、
2
日
間
を
見
込
ん
で
予
定
を
組
ん
で
い
た
の
で
す
が
、

見
込
ん
で
い
た
時
間
の
半
分
（
一
日
）
で
済
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
翌
日
も
皆
さ
ん
の
日
程
を
確
保
し
て
い
た
の
で
、
話
合
い

を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
お
題
は
、
日
程
と
内
容
の
確
定
で
す
。 ■
日
程
と
内
容
の
話
合
い

日
時
：
平
成
27
年
4
月
16
日
（
木
）
10
：
00
～
12
：
00

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
：
9
名

①
台
車
で
移
動
。
花
壇
の
と
こ
ろ
ま
で

②
高
圧
洗
浄
機
を
使
っ
て
根
を
掘
り
出
し
ま
し
た

③
け
っ
こ
う
根
を
張
っ
て
い
ま
す

④
ま
っ
す
ぐ
育
っ
た
ハ
ス
だ
け
を
、
植
え
替
え

⑤
各
鉢
に
2
本
、
レ
ン
コ
ン
を
植
え
ま
し
た

⑥
肥
料
は
な
し
、
田
ん
ぼ
の
土

⑦
か
な
り
重
い
！

⑧
植
え
た
レ
ン
コ
ン
⑨
真
ん
中
に
太
い
の
、
端
に
細
い
の
を

⑩
最
後
に
に
っ
こ
り
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

こ
の
取
り
組
み
に
　
参
加
し
て
み
た
い
方
大
歓
迎
で
す
！

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
の
植
え
替
え
を
し
ま
せ
ん
か
？

花
チ
ー
ム
が
16
0
株
を
コ
ン
テ
ナ
な
ど
に
植
え
か
え
ま
す
。

【
と
き
】
6
月
29
（
月
）
午
前
10
時
～

＊
時
間
な
ど
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

■
次
回
以
降
の
ご
あ
ん
な
い
　
　「
ハ
ス
の
植
え
替
え
を
行
い
ま
す
」

次
回
の
ご
案
内

【
と
き
】
5/
7（
木
）
10
：
00
～
12
：
00

【
内
容
】・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
細
か
く
決
め
る
。

　
　
　
・
ブ
ー
ス
の
配
置
を
考
え
る
。

「
よ
か
っ
た
と
こ
ろ
」
+「
も
う
ひ
と
つ
だ
っ
た
と
こ
ろ
」
で

見
え
て
き
た
今
年
の
取
り
組
み
の
方
向
性

＊
4/
16
に
話
し
合
っ
た
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

今
年
は
2日
間

ハ
ス
コ
ン
！

ハ
ス
フ
ェ
ス
！
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海会寺ハスいっぱいプロジェクトニュースレター　３

海
会
寺
ハ
ス
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
15
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

第
4
回
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ハ
ス
コ
ン
・
ハ
ス
フ
ェ
ス
の

こ
ま
か
い
と
こ
ろ
か
ら
決
め
る
！

03 日
時
：
平
成
27
年
5
月
7
日
（
木
）

 
10
：
00
～
12
：
00

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
：
9
名

■
何
を
誰
が
？
で
考
え
て
み
る
　
昨
年
大
人
気
だ
っ
た

ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
に
加
え
、
今
年
は
ハ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
（
ハ
ス

コ
ン
）
も
開
催
。
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
ど
ん
ど

ん
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
込
ん
で
い
く
皆
さ
ん
を
、
邪
魔
す
る
よ

う
な
問
い
か
け
か
ら
始
め
て
み
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
昨

年
と
同
様
に
「
忙
し
さ
を
楽
し
む
」
だ
け
で
は
な
く
、ス
タ
ッ

フ
の
み
な
さ
ん
も
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
む
」
余
裕
が
ほ
し

い
と
の
意
見
を
大
切
に
し
た
い
か
ら
で
す
。

（
左
上
・
下
）
5/
7
の
話
し
合
い
の
成
果
、（
右
）
4/
16
の
話
合
い
の
成
果

■
ハ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
7/
25
（
土
）
に
開
催
す
る

ハ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
（
ハ
ス
コ

ン
）。
ち
ょ
っ
と
大
人
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

　
ハ
ス
の
花
が
見
ご
ろ
に
な

る
で
あ
ろ
う
時
期
に
、
住
民

の
方
々
の
コ
ー
ラ
ス
と
、
マ

ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
市
内

に
は
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
が

い
く
つ
も
あ
り
、
客
席
で
そ

れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
一
緒
に

合
唱
す
る
こ
と
に
な
り
そ
う

で
す
。

　
に
ぎ
や
か
な
会
場
を
出
れ

ば
、
ロ
ビ
ー
で
は
、
泉
南
市

茶
華
道
連
盟
さ
ん
に
よ
る
お

茶
会
と
お
花
の
展
示
を
実
施

（
相
談
中
）。
ハ
ス
の
花
が
見

下
ろ
せ
る
窓
近
く
に
は
長
椅

子
を
設
置
。
涼
し
い
館
内
か

ら
眺
め
る
、
ハ
ス
の
花
を
楽

し
め
る
工
夫
で
す
。

こ
の
取
り
組
み
に
　
参
加
し
て
み
た
い
方
大
歓
迎
で
す
！

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
の
植
え
替
え
を
し
ま
せ
ん
か
？

花
チ
ー
ム
が
16
0
株
を
コ
ン
テ
ナ
な
ど
に
植
え
か
え
ま
す
。

【
と
き
】
6
月
29
（
月
）
午
前
10
時
～

＊
時
間
な
ど
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

次
回
の
ご
案
内

【
と
き
】
5/
14
（
木
）
10
：
00
～
12
：
00

【
内
容
】・
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
を
考
え
る
。

　
　
　
・
ブ
ー
ス
の
配
置
を
考
え
る
。

（
左
）
4/
16
の
話
合
い
の
成
果
、（
右
上
・
下
）
5/
7
の
話
し
合
い
の
成
果

■
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ

　
8/
7（
金
）
に
開
催
す
る
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
（
ハ
ス
フ
ェ
ス
）。

親
子
連
れ
な
ど
大
人
と
子
ど
も
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
ハ
ス
の
花
が
見
ご
ろ
を
過
ぎ
た
あ
た
り
に

な
ろ
う
か
と
は
思
わ
れ
ま
す
が
、「
ハ
ス
の
花
の
あ
る
場
所
＝

博
物
館
」
を
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
今
年
も
た
く
さ
ん

用
意
で
き
そ
う
で
す
。

　
個
々
で
の
話
し
合
い
で
注
意
し
た
の
は
「
や
り
す
ぎ
な
い
」

こ
と
。「
忙
し
さ
を
楽
し
む
」
だ
け
で
な
く
ス
タ
ッ
フ
の
方
も

「
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
む
」
余
裕
を
つ
く
る
こ
と
を
心
掛
け
て

丁
寧
に
話
を
し
て
み
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
昨
年
実
施
し
た
「
ハ
ス
色
ミ
サ
ン
ガ
づ
く
り
」

は
封
印
す
る
こ
と
に
。
そ
の
ほ
か
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
合
体

（
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト
+
貫
頭
衣
試
着
+
ス
ト
ロ
ー
管
玉
作
り

を
一
緒
の
ブ
ー
ス
で
実
施
）
し
、
担
当
の
人
数
を
増
や
す
う

こ
と
で「
た
の
し
め
る
余
裕
」を
引
き
出
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

【
宿
題
で
す
】
担
当
を
決
め
て
い
な
い
人
は
、
ど
れ
を
す
る
か
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

担
当
が
決
ま
っ
て
い
る
人
は
、
実
施
場
所
・
時
間
帯
・
定
員
・
参
加
費
の
有
無
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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海会寺ハスいっぱいプロジェクトニュースレター　４

海
会
寺
ハ
ス
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
15
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

第
5
回
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

自
分
の
受
け
持
ち
を
考
え
る

04 日
時
：
平
成
27
年
5
月
14
日
（
木
）

 
10
：
00
～
12
：
00

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
：
9
名

■
全
体
を
考
え
て
み
る
　
前
回
決
ま
っ
た
「
や
っ
て
み

た
い
」
＋
「
無
理
を
し
な
い
程
度
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

　
こ
の
日
は
だ
れ
が
す
る
の
か
、
再
度
確
認
し
た
あ
と
、
担

当
ご
と
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
、
対
応
で
き
る
人
数
、
必
要

な
準
備
物
、
次
回
の
打
合
せ
内
容
と
打
合
せ
日
を
か
ん
が
え

ま
し
た
。
昨
年
の
成
果
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち
が

「
よ
り
楽
し
め
る
」
た
め
の
内
容
に
！
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

右
の
写
真
は
「
よ
り
楽
し
め
る
」
の
具
体
的
な
形
で
す
→

■
ハ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
7/
25
（
土
）
に
開
催
す
る
ハ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
（
ハ
ス
コ
ン
）。

ち
ょ
っ
と
大
人
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ハ
ス
の
花
が
見
ご
ろ
に

な
る
で
あ
ろ
う
時
期
に
、
住
民
の
方
々
の
コ
ー
ラ
ス
と
、
マ

ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
市
内
に

は
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
が
い
く
つ
も
あ
り
、
客
席
で
そ
れ
ら

の
グ
ル
ー
プ
が
一
緒
に
合
唱
す
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

■
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ

　
8/
7（
金
）
に
開
催
す
る
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
（
ハ
ス
フ
ェ
ス
）。

親
子
連
れ
な
ど
大
人
と
子
ど
も
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
ハ
ス
の
花
が
見
ご
ろ
を
過
ぎ
た
あ
た
り
に

な
ろ
う
か
と
は
思
わ
れ
ま
す
が
、「
ハ
ス
の
花
の
あ
る
場
所
＝

博
物
館
」
を
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
今
年
も
た
く
さ
ん

用
意
で
き
そ
う
で
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
信
達
中

学
校
の
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン

部
、
い
ず
み
バ
ン
ド
さ
ん
が

協
力
し
て
く
れ
る
見
込
み
。

　
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
茶

華
道
連
盟
有
志
に
よ
る
お

茶
、「
折
り
紙
と
風
呂
敷
」

小
谷
城
郷
土
館
、「
ま
が
玉

消
し
ゴ
ム
」
弥
生
文
化
博
物

館
、「
星
形
勾
玉
作
り
」
池
上
曽
根
弥
生
学
習
館
、「
液
体
ち
っ

素
の
実
験
」
大
阪
ガ
ス
科
学
館
、「
チ
リ
メ
ン
モ
ン
ス
タ
ー
」

き
し
わ
だ
自
然
資
料
館
で
す
。

自
主
イ
ベ
ン
ト
で
は
「
な
り
き
り
原
始
人
（
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ

ン
ト
+
貫
頭
衣
試
着
+
ス
ト
ロ
ー
管
玉
作
り
を
一
緒
の
ブ
ー

ス
で
実
施
）」
、
ハ
ス
の
折
り
紙
教
室
、
ハ
ス
パ
ン
と
ジ
ュ
ー

ス
の
販
売
で
す
。

各
演
目
は
30
分
で
、
60
分
の
休
憩
時
間
を
は
さ
み
ま
す
。

に
ぎ
や
か
な
会
場
を
出
れ
ば
、
ロ
ビ
ー
で
は
、
泉
南
市
茶
華

道
連
盟
さ
ん
に
よ
る
お
茶
会
を
実
施
。
大
人
向
け
の
行
事
な

の
で
畳
で
の
所
作
も
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
工
夫
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

ハ
ス
の
花
が
見
下
ろ
せ
る
窓
近
く
に
は
長
椅
子
を
設
置
。
涼

し
い
館
内
か
ら
眺
め
る
、
ハ
ス
の
花
を
楽
し
め
る
工
夫
で
す
。

↑
や
っ
ぱ
り
必
要
？
！

↑
パ
ウ
チ
の
写
真
を
鉢
に
突
き
刺
せ
！

ハ
ス
の
花
を
み
て
も
ら
う
新
た
な
工
夫

こ
の
取
り
組
み
に
　
参
加
し
て
み
た
い
方
大
歓
迎
で
す
！

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
の
植
え
替
え
を
し
ま
せ
ん
か
？

花
チ
ー
ム
が
16
0
株
を
コ
ン
テ
ナ
な
ど
に
植
え
か
え
ま
す
。

【
と
き
】
6
月
29
（
月
）
午
前
10
時
～

＊
時
間
な
ど
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

次
回
の
ご
案
内
　
ハ
ス
プ
ロ
定
例
会
で
す

【
と
き
】
6/
11
（
木
）
10
：
00
～
12
：
00

【
内
容
】・
チ
ラ
シ
な
ど
広
報
資
料
の
確
認
。

　
　
　
・
ハ
ス
パ
ン
の
試
食
会
。

【
宿
題
で
す
】
若
い
人
が
ほ
し
い
！
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ま
わ
り
で
、
協
力
し
て
く
れ
そ
う
な
人
を
、

説
得
し
て
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
も
ら
い
ま
せ
ん
か
？

■
来
場
者
と
ス
タ
ッ
フ
に
ス
ト
レ
ス
の
な
い
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
を
！
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ

今
年
の
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
で
工
夫
し
て
み
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
来
場
者
の
誘
導
。
去
年
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
ま
ち
の
人
が
あ
ふ
れ

か
え
っ
て
、
ス
タ
ッ
フ
も
大
変
な
思
い
を
し
た
か
ら
で
す
。
去
年
は
午
前
中
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
ま
ち
、
午
後
に
そ
れ
ら
の
人
た
ち

が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
殺
到
し
て
い
ま
し
た
。
な
の
で
今
年
は
、
午
前
中
に
コ
ン
サ
ー
ト
・
午
後
に
大
阪
ガ
ス
科
学
館
さ
ん
の
人
気

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
は
め
込
む
な
ど
、
人
の
流
れ
を
考
え
な
が
ら
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
を
組
ん
で
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ハ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
（
ハ
ス
コ
ン
）

ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
（
ハ
ス
フ
ェ
ス
）　
8/
7

日
時

7/
25
（
土
）

13
：
00
～
15
：
00

8/
7（
金
）

10
：
00
～
15
：
00

チ
ー
ム
名

マ
ン
ド
リ
ン

ギ
タ
ー

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

ど
う
よ
う
の

広
場

泉
南
市

茶
華
道

連
盟
有
志

パ
ン

信
達
中
学
校

ギ
タ
ー

マ
ン
ド
リ
ン
部

い
ず
み

バ
ン
ド

な
り
き
り

原
始
人

ハ
ス
の

折
り
紙

教
室

担
当

三
好
さ
ん

メ
ン
バ
ー

●
名

宮
本
先
生

メ
ン
バ
ー

●
名

鈴
木
先
生

メ
ン
バ
ー

●
名

前
田
さ
ん

真
鍋
さ
ん

三
好
さ
ん

部
員
25
名

三
好
さ
ん

メ
ン
バ
ー

18
名

戸
田
さ
ん

脇
さ
ん

金
森
さ
ん

矢
野
さ
ん

市
道
さ
ん

梶
本
さ
ん

柏
熊
さ
ん

道
下
さ
ん

森
林
さ
ん

料
金

大
人

30
0
円

子
ど
も

10
0
円

10
0
円

参
加
人
数

10
0
名

-
各
10
0
個

計
20
0
個

次
回

打
合
せ

6/
28
(予
定
）

6/
11

10
：
00

試
食

7/
27

10
：
00

作
業
と
準
備

自
主
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
役
割
分
担
（
話
し
合
い
の
内
容
を
簡
単
に
ま
と
め
た
も
の
で
す

【
う
れ
し
い
お
知
ら
せ
で
す
！
】

5/
22
の
夕
方
「
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
は
今
年
も
や
る
の
か
？
」
と
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
で
問
合
せ
し
た
と
の
こ
と
。
今
年
も
し
ま
す
と
伝
え
る
と
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
！
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海会寺ハスいっぱいプロジェクトニュースレター　５

海
会
寺
ハ
ス
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
15
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

第
6
回
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

自
分
の
受
け
持
ち
を
考
え
る

05 日
時
：
平
成
27
年
6
月
11
日
（
木
）

 
9：
30
～
11
：
00

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
：
14
名

■
チ
ラ
シ
を
作
り
な
が
ら
考
え
る
　

　
今
年
は
ハ
ス
コ
ン
、
ハ
ス
プ
ロ
の
二
本
立
て
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
が
決
ま
っ
た
前
回
の
内
容
を
、
チ
ラ

シ
を
作
り
な
が
ら
再
検
討
し
ま
し
た
。
次
に
各
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
ブ
ー
ス
の
位
置
決
め
。
昨
年
の
も
の
を
ベ
ー
ス
に
考
え
て

み
ま
し
た
。
来
場
者
を
一
か
所
に
集
中
し
な
い
こ
と
を
意
識

し
な
が
ら
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
を
決
定
。
最

後
は
パ
ン
の
試
食
と
メ
ニ
ュ
ー
決
め
で
す
。

古 代 ハ ス * の 花
の

あ
る場

所 を 楽 し む た め の
あ ら
た
な
企画
で す

住
民
の方々と 取 り 組 ん で い る 　「海会

寺
ハ
スいっ ぱ い プ ロ ジ ェ ク ト 」

7
月
25
日

（
土
）

午
後
1
時
か
ら
午
後
3
時

会
場
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

 コ
ン
サ
ー
ト

　
童
謡
ひ
ろ
ば

 　
　「
夏
の
思
い
出
」、
「
浜
辺
の
歌
」
な
ど

　
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
る
か

　
　「
初
恋
」、
「
紙
す
き
の
歌
」
な
ど

お
茶
席
＊
有
料

　
泉
南
市
茶
華
道
連
盟
有
志

展
示

　
小
紬
屋
か
ん
野
　
な
ど

 do
u

＊
こ
の
取
り
組
み
で

育
て
て
い
る
ハ
ス
は

「
古
代
ハ
ス
の

子
ど
も
た
ち
」。

公
益
財
団
法
人

徳
島
県

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

か
ら
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

申
込
み
不
要
・
入
場
無
料
・
雨
天
決
行

問
合
せ
：
電
話
07
2-
48
3-
67
89

大
阪
府
泉
南
市
信
達
大
苗
代
37
4-
4

主
催
：
泉
南
市
教
育
委
員
会

協
力
：
泉
南
市
文
化
協
会

（
公
財
）
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

【
ご
注
意
】
当
日
午
後
11
時
の
時
点
で
、
泉
南
市
に
大
雨
・
洪
水
・
暴
風
警
報
が
発
令
さ
れ
て
る
場
合
は
中
止
し
ま
す
 

■
ハ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
の
チ
ラ
シ
作
り

　
7/
25
（
土
）
に
開
催
す
る
ハ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
（
ハ
ス
コ
ン
）。

ち
ょ
っ
と
大
人
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ハ
ス
の
花
が
見
ご
ろ
に

な
る
で
あ
ろ
う
時
期
に
、
住
民
の
方
々
の
コ
ー
ラ
ス
と
、
マ

ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
市
内
に

は
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
が
い
く
つ
も
あ
り
、
客
席
で
そ
れ
ら

の
グ
ル
ー
プ
が
一
緒
に
合
唱
す
る
予
定
。

　
前
回
の
話
し
合
い
の
あ
と
、
お
茶
席
と
会
場
内
で
の
展
示

の
話
し
合
い
を
個
別
に
実
施
。
お
茶
は
畳
の
所
作
を
見
て
も

ら
え
る
本
格
的
な
も
の
。
館
内
の
展
示
は
、
古
布
を
使
っ
た

小
物
展
示
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
。
そ
れ
ら
を

ふ
ま
え
て
の
チ
ラ
シ
作
り
を
、
開
始
！
事
務
局
が
つ
く
っ
た

た
た
き
台
を
も
と
に
、
話
し
合
い
ま
し
た
。

■
内
容
以
前
に
、
わ
か
り
に
く
い
！

　
ま
ず
意
見
が
で
た
の
は
、
デ
ザ
イ
ン
の
変
更
。
曲
名
と
団

体
名
が
ご
っ
ち
ゃ
に
な
っ
て
「
わ
か
ら
な
い
！
」
と
の
意
見
。

団
体
名
と
曲
名
は
、
フ
ォ
ン
ト
の
大
き
さ
を
変
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
ハ
ス
の
花
が
5
輪
×
2
列
が
「
ご
チ
ャ
つ
き
す
ぎ
！
」
都

の
意
見
か
ら
、
ス
マ
ー
ト
に
3
輪
×
2
列
に
。「
気
象
警
報

が
出
る
と
中
止
な
の
が
わ
か
る
が
、
た
だ
の
雨
な
ら
ど
う
す

る
の
か
わ
か
り
に
く
い
」
と
の
意
見
か
ら
「
雨
天
決
行
」
と

「
入
場
無
料
」
を
補
記
。
ハ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
の
場
合
、
内
容
は

決
め
込
ん
で
あ
る
の
で
、
チ
ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
暑

い
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
！
い
い
出
来
栄
え
で
す
。

こ
の
取
り
組
み
に
　
参
加
し
て
み
た
い
方
大
歓
迎
で
す
！

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
の
植
え
替
え
を
し
ま
せ
ん
か
？

花
チ
ー
ム
が
16
0
株
を
コ
ン
テ
ナ
な
ど
に
植
え
か
え
ま
す
。

【
と
き
】
6
月
29
（
月
）
午
前
10
時
～

＊
時
間
な
ど
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

あ
と
は
前
日
の
搬
入
や
準
備
で
す
！

【
前
日
の
搬
入
な
ど
】
8/
6（
木
）
10
：
00
～
16
：
00

＊
そ
れ
ま
で
の
チ
ー
ム
ご
と
の
話
し
合
い
、
必
要
な
も
の
が

あ
る
場
合
な
ど
、
事
務
局
ま
で
随
時
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
宿
題
で
す
】
若
い
人
が
ほ
し
い
！
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ま
わ
り
で
、
協
力
し
て
く
れ
そ
う
な
人
を
、

説
得
し
て
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
も
ら
い
ま
せ
ん
か
？

随
時
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
に
、
チ
ョ
ー
ク
で
こ
の
日

だ
け
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
鳥
取
県
立
博
物
館
で
人
気

プ
ロ
グ
ラ
ム
。

協
力
：
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
。
手
あ
そ
び
、

ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
な
ど
楽
し
さ
い
っ

ぱ
い
。
涼
し
い
館
内
で
あ
そ
ぼ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

協
力
：
信
達
中
学
校
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
部
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

協
力
：
い
ず
み
バ
ン
ト
。
心
温
ま
る
童
謡
を
思
い
切
っ

て
歌
お
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

協
力
：
大
阪
ガ
ス
  ガ
ス
科
学
館
・
無
料
・
先
着
30
名

-1
96
℃
の
液
体
ち
っ
素
を
使
っ
た
楽
し
い
実
験
！
冷
た

い
世
界
の
フ
シ
ギ
を
体
験
し
よ
う
！

　
　
　
　
　
　
　 協
力
：
さ
ん
さ
ん
ベ
ー
カ
リ
ー

先
着
20
0
個
を
販
売
（
飲
み
物
も
あ
り
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉
南
市
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
来
場
。

お
昼
休
み
に
出
没
？
お
楽
し
み
に
！

無
料
・
先
着
60
名
。
き
れ
い
な
ハ
ス
の
花
を
折
り
紙
に

し
て
持
っ
て
帰
り
ま
す
。
カ
エ
ル
も
セ
ッ
ト
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

協
力
：
泉
大
津
市
立
池
上
曽
根
弥
生
学
習
館
・
無
料
。

貫
頭
衣
の
試
着
コ
ー
ナ
ー
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
料
。
水
溶
性
ク
レ
ヨ
ン
を
使
っ
て
、
顔
や
腕
に
落
書
き

し
ち
ゃ
お
う
!（
ク
レ
ヨ
ン
は
水
で
落
ち
ま
す
）

無
料
・
先
着
10
0
名
。
昔
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
、
ス
ト
ロ
ー

を
使
っ
て
再
現
。
小
さ
い
お
子
さ
ん
で
も
簡
単
で
す
！

協
力
：
泉
南
市
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
・
無
料
。
牛
乳
パ
ッ

ク
な
ど
の
廃
材
を
つ
か
っ
た
竹
と
ん
ぼ
づ
く
り
。

協
力
：
泉
大
津
市
池
上
曽
根
弥
生
学
習
館
・
無
料
、
先
着

50
名
。
ろ
う
石
で
体
験
学
習
！
丸
玉
を
つ
く
っ
て
ペ
ン

ダ
ン
ト
に
し
ま
す
。

協
力
：
大
阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館
・
無
料
・
先
着
50
名
。

ま
が
玉
は
弥
生
時
代
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
。
消
し
ゴ
ム
に
な

る
ね
ん
ど
を
使
っ
て
作
っ
て
み
よ
う
。

協
力
：
小
谷
城
郷
土
館
・
無
料
。
昔
の
遊
び
や
、
生
活
道

具
に
は
知
恵
や
工
夫
が
い
っ
ぱ
い
！
ふ
ろ
し
き
包
み
や
、

お
り
が
み
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

協
力
：
き
し
わ
だ
自
然
資
料
館
・
無
料
。
チ
リ
メ
ン
ジ
ャ

コ
の
中
に
ま
じ
る
、
イ
カ
や
カ
ニ
の
子
ど
も
な
ど
を
さ
が

し
て
、
自
分
だ
け
の
チ
リ
モ
ン
カ
ー
ド
を
作
ろ
う
！

お
す
す
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
教
え
て
く
れ
る
。
笑
顔

と
竹
鉄
砲
が
目
印
。
竹
鉄
砲
が
も
ら
え
る
か
も
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
布
、
き
も
の
地
の
再
現
。
手
作
り
小
物
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
い
の
ぼ
り
、
お
月
見
な
ど
、
季
節
の
行
事
を
ね
ん
土
で

再
現
！
思
わ
ず
に
っ
こ
り
の
出
来
栄
え
で
す
。

泉
南
市
茶
華
道
連
盟
有
志
、
伝
統
文
化
子
ど
も
教
室
有
志
。

お
茶
と
お
菓
子
 大
人
30
0
円
・
子
ど
も
20
0
円
。
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
お
点
前
な
ど
。

協
力
：
阪
南
大
学
国
際
観
光
学
部
和
泉
研
究
室
、
大
学
生

の
方
々
に
よ
る
、
楽
し
い
企
画
で
す
。

【
注
意
】
当
日
午
前
8
時
の
時
点
で
、
暴
風
・
大
雨
警
報
・
暴
風
警
報
・
洪
水
警
報
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
が
、
大
阪
府
全
域
・
泉
州
地
域
・
泉
南
市
の
い
ず
れ
か
で
発
令
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
中
止
で
す
。

8/
7

20
15

10
：
00
～
15
：
00

（
金
）

【
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
で
す
】

当
日
午
前
8
時
の
時
点
で
、
暴
風
・
大
雨
警
報
・
暴
風
警
報
・
洪
水
警
報
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
が
、
大
阪
府
全
域
・

泉
州
地
域
・
泉
南
市
の
い
ず
れ
か
で
発
令
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
中
止
で
す
。申
込
み
不
要
・
入
場
無
料

主
催
 

泉
南
市
教
育
委
員
会

協
力
（
予
定
）　
一
般
財
団
法
人
小
谷
城
郷
土
館
、
泉
大
津
市
立
池
上
曽
根
弥
生
学

習
館
、大
阪
ガ
ス
　
ガ
ス
科
学
館
、大
阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館
、海
会
寺
ハ
ス
い
っ

ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
メ
ン
バ
ー
、
泉
州
・
紀
北
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
き
し
わ
だ
自
然
資
料
館
、
国
登
録
有
形
文
化
財
山
田
家
住
宅
、

公
益
財
団
法
人
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま

り
、
さ
ん
さ
ん
ベ
ー
カ
リ
ー
、
泉
南
市
文
化
協
会
、
泉
南
市
立
信
達
中
学
校
、
鳥

取
県
立
博
物
館
、
阪
南
大
学
国
際
観
光
学
部
和
泉
研
究
室

会
場

泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
：
07
2-
48
3-
67
89

所
在
地
：
大
阪
府
泉
南
市
信
達
大
苗
代
37
4-
4

ア
ク
セ
ス
：
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
新
家
駅
か
ら
徒
歩
20
分
、
泉

南
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
大
苗
代
」
バ
ス
停
よ
り
徒

歩
2
分
＊
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
会
場
へ
は
、

泉
南
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
便
利
で
す
。

住
民
の
方
々
と
一
緒
に
、
ま
い
ぶ
ん
（
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
）
を
、
ハ
ス
の
花
で
い
っ
ぱ
い
に
！
を
目
標
に
、
昨
年

5
月
か
ら
育
て
た
古
代
ハ
ス
の
お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト
。
ハ
ス

の
あ
る
場
所
を
、
楽
し
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
い
っ
ぱ
い
！

■
「
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
」
の
チ
ラ
シ
作
り

　
昨
年
40
0
人
以
上
の
来
場
者
が
あ
っ
た
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
。

来
場
者
の
多
く
は
親
子
連
れ
で
、
子
ど
も
は
小
学
校
低
学
年

が
中
心
。
一
日
中
会
場
で
過
ご
し
た
方
も
多
く
み
ら
れ
、
直

接
聞
け
た
と
こ
ろ
で
は
「
午
前
中
は
順
番
待
ち
、
午
後
か
ら

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
の
こ
と
。

ま
た
午
後
に
は
ブ
ー
ス
の
前
で
「
ず
っ
と
順
番
を
待
っ
て
い

る
」
と
の
方
も
多
く
、
結
果
コ
ン
サ
ー
ト

会
場
の
来
場
者
の
数
が
と
て
も
少
な
か
っ

た
印
象
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
の
で
今
年
は
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
工
夫
を
し
て
み
る
こ
と
に
。

幼
児
対
象
の
「
親
子
で
あ
そ
ぼ
う
」
で
ス

タ
ー
ト
し
、
信
達
中
学
校
の
マ
ン
ド
リ
ン

部
の
あ
と
は
、
は
や
め
の
「
昼
食
休
憩
」。

午
後
い
ち
ば
ん
の
「
い
ず
み
バ
ン
ド
」
さ

ん
の
ま
え
に
「
泉
南
熊
寺
郎
」
を
だ
し
て

来
場
者
を
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
に
あ
つ
め
る

工
夫
で
す
。
そ
の
後
は
人
気
の
あ
る
「
大

阪
ガ
ス
科
学
館
」
さ
ん
の
実
験
を
2
回
続

け
て
実
施
。
午
後
か
ら
込
み
合
っ
て
い
た

各
ブ
ー
ス
で
待
っ
て
い
る
来
場
者
に
「
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
」
工
夫
を
し
て
み
ま
し
た
。

■
原
点
回
帰
の
パ
ン
づ
く
り

前
回
の
話
し
合
い
で
で
た
ア
イ
デ
ア
（
ア
ン

パ
ン
）
に
、
さ
ん
さ
ん
ベ
ー
カ
リ
ー
さ
ん
の

ア
イ
デ
ア
（
ハ
ス
の
実
ク
ッ
キ
ー
）、
事
務

局
の
思
い
付
き
ア
イ
デ
ア（
レ
ン
コ
ン
パ
ン
）

を
試
食
。
議
論
の
結
果
「
去
年
の
も
の
が
お

い
し
か
っ
た
よ
ね
！
」と
い
う
こ
と
で
合
意
。

6/
15
に
パ
ン
屋
さ
ん
チ
ー
ム
が
、
さ
ん
さ

ん
ベ
ー
カ
リ
ー
さ
ん
と
協
議
の
結
果
、
ハ
ス

の
形
の
「
ビ
タ
ー
な
大
人
の
チ
ョ
コ
パ
ン
」

と
、「
リ
ン
ゴ
の
さ
わ
や
か
ク
リ
ー
ム
パ
ン
」

に
決
定
。
試
食
は
7/
25
の
ハ
ス
コ
ン
当
日
。

ぜ
ひ
食
べ
て
み
た
い
と
い
う
方
は
、
ハ
ス
コ
ン
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
最
後
は
チ
ー
ム
ご
と
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
最
後
は
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
当
日
ま
で

の
話
し
合
い
の
日
程
や
、
必
要
な
準
備
物
や
作
業
な
ど
を
、

昨
年
同
様
話
し
合
い
ま
し
た
。
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海会寺ハスいっぱいプロジェクトニュースレター　6

海
会
寺
ハ
ス
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
15
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

第
7
回
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ハ
ス
の
ま
わ
り
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に
！

06 日
時
：
平
成
27
年
6
月
27
日
（
月
）

 
10
：
00
～
11
：
00

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
：
7
名

■
花
を
植
え
る
、
花
を
植
え
か
え
る
　

　
昨
年
と
同
じ
く
、
市
内
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に
す
る
取
り
組

み
で
用
意
し
た
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
の
一
部
を
分
け
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ｍ
さ
ん
ｔ
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
そ

の
数
16
0
株
。
有
志
7
人
で
プ
ラ
ン
タ
ー
と
前
面
の
花
壇
に

植
え
替
え
る
作
業
を
開
始
。
ひ
と
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
、
ハ

ス
の
植
替
え
も
実
施
。
芽
が
出
て
い
な
い
3
鉢
の
レ
ン
コ
ン

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
新
芽
が
腐
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

■
花
を
植
え
る

　
用
意
さ
れ
た
の
は
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
16
0
株
。
昨
年
も
プ
ラ

ン
タ
ー
で
植
え
た
と
こ
ろ
、
一
か
月
ほ
ど
で
か
な
り
茂
っ
て

し
ま
う
ほ
ど
の
元
気
者
で
す
。
今
年
は
昨
年
の
プ
ラ
ン
タ
ー

に
加
え
て
、
前
面
の
花
壇
に
も
う
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

水
枯
れ
に
強
く
、
育
ち
が
早
い
の
で
、
楽
し
み
で
す
。

■
花
を
植
え
か
え
る

　
こ
こ
ま
で
芽
が
出
て
い
な

い
鉢
は
３
つ
。
前
回（
5/
21
）

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
レ
ン
コ

ン
は
腐
っ
て
お
ら
ず
、
芽
も

出
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
も

う
少
し
待
っ
て
み
る
こ
と

に
。
ひ
と
月
ほ
ど
た
っ
て
も

芽
が
出
な
い
の
で
、
レ
ン
コ
ン
を
掘
り
だ
し
て
、
生
育
状
況

を
確
認
し
て
み
ま
し
た
。

　
掘
り
出
し
た
レ
ン
コ
ン
の
芽
が
紫
色
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
も
同
様
の
色
を

し
た
レ
ン
コ
ン
か
ら

は
、
結
局
芽
が
出
て

く
る
こ
と
は
な
か
っ

た
の
で
、
控
え
で

と
っ
て
お
い
た
昨
年

の
マ
マ
の
コ
ン
テ
ナ

か
ら
、
小
分
け
に
切

り
分
け
た
株
を
う
え

か
え
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

こ
の
取
り
組
み
に
　
参
加
し
て
み
た
い
方
大
歓
迎
で
す
！

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
の
水
や
り
を
し
ま
せ
ん
か
？

16
0
株
の
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
に
、
水
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

ハ
ス
の
様
子
を
見
に
来
る
つ
い
で
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
詳
し
く
は
】
事
務
局
ま
で
お
電
話
で
（
48
3-
67
89
）

ハ
ス
パ
ン
の
試
食
の
御
案
内

前
回
の
話
し
合
い
で
「
原
点
回
帰
」
に
き
ま
っ
た
ハ
ス
パ
ン

の
試
作
品
が
7/
25
に
登
場
。
ハ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
の
日
に
、

味
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
【
問
合
せ
】
48
3-
67
89
ま
で

【
宿
題
で
す
】
若
い
人
が
ほ
し
い
！
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ま
わ
り
で
、
協
力
し
て
く
れ
そ
う
な
人
を
、

説
得
し
て
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
も
ら
い
ま
せ
ん
か
？

■
う
ま
く
い
け
ば
ハ
ス
コ
ン
に
は
花
が
あ
る
か
も
？

　
古
代
ハ
ス
の

生
育
状
況
が
悪

い
よ
う
で
す
。

立
ち
葉
も
茂
ら

ず
、
つ
ぼ
み
も

今
の
と
こ
ろ
2

つ
確
認
さ
れ
た

の
み
。

　
栽
培
種
の
ハ

ス
も
植
え
た
の

で
す
が
そ
ち
ら

は
、
ど
ん
ど
ん

つ
ぼ
み
が
出
て

い
る
に
も
か
か6/
17
に
開
花
し
た
古
代
ハ
ス

6/
29
に
発
見
し
た
古
代
ハ
ス
2
つ
め
の
つ
ぼ
み

わ
ら
ず
…
。

　
今
年
初
め
て
の
花
は
6/
17
に
開
花
。
3
日
ほ
ど
し
か
楽

し
め
ま
せ
ん
の
で
、
６
/2
1
に
は
散
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
二
つ
目
の
つ
ぼ
み
は
、
6/
29
に
発
見
し
ま
し
た
。

お
お
よ
そ
開
花
ま
で
は
3
週
間
。
7/
25
に
は
花
托
に
な
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
期
待
す
る
べ
き
は
、
3
つ
め
以
降
の
つ
ぼ
み
。
7
月
の
初

旬
に
芽
が
出
て
い
る
と
、
ハ
ス
コ
ン
（
7/
25
）
に
は
ち
ょ

う
ど
咲
い
て
い
る
の
か
も
し
れ
せ
ん
。

　
昨
年
咲
い
た
の
は
5
つ
の
花
。
今
年
は
ぜ
ひ
と
も
昨
年
よ

り
多
く
の
花
を
咲
か
せ
て
み
た
い
の
で
。

　
＊
肥
料
を
ま
い
て
み
ま
し
た
＊

　
昨
年
購
入
し
た
「
じ
わ
じ
わ
効
く
」
肥
料
を
各
鉢
に
投
下

し
ま
し
た
。
今
年
初
め
て
で
す
。
見
込
み
で
は
よ
り
育
つ
は

ず
な
の
で
す
が
。
お
楽
し
み
に
。
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小
紬
屋
か
ん
野

古
布
の
小
物
展

お
茶
席

泉
南
市
茶
華
道
連
盟
有
志無
事
に
終
了

ハ
ス
コ
ン
!ハ
ス
フ
ェ
ス
!

07 6回のワー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
準
備
し
て
き
た
ハ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
と
、
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
。
い
ず
れ
も
予
想
以
上
の
来
場
者
で
賑
わ

い
で
し
た
。
ハ
ス
コ
ン
サ
ー
ト（
7/
25
）の
来
場
者
は
15
9
名
。
大
人
の
雰
囲
気
い
っ
ぱ
い
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。
ハ
ス
フ
ェ

ス
タ
（
8/
7）
の
来
場
者
は
70
3
名
。
親
子
連
れ
の
来
場
者
が
複
数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
日
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

海
会
寺
ハ
ス
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
15
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

「
落
書
き
バ
ン
ザ
イ
」
協
力
：
鳥
取
県
立
博
物
館

マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
る
か

麦
の
歌
、
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア

ほ
か
4
曲

童
謡
ひ
ろ
ば

早
春
の
和
泉
野
、
夏
の
思
い
出

ほ
か
3
曲

前
日
の
準
備当
日
の
ハ
ス

ハ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
（
7/
25
）

ハ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

海
会
寺
ハ
ス
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
概
要

■
本
事
業
に
参
画
し
た
住
民
 　
約
70
名

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
6
回
　
参
加
者
15
名
（
の
べ
 6
1 
名
）

内
訳
：
3/
5（
14
名
）、
4/
15
（
6
名
）、
4/
16
（
9
名
）、
5/
7（
9

名
）、
5/
14
（
9
名
）、
6/
11
（
14
名
）

■
チ
ー
ム
ご
と
の
あ
つ
ま
り
　
6
回

パ
ン
販
売
の
打
合
せ
6/
2（
1
名
）、
パ
ン
販
売
の
打
合
せ

6/
15
（
2
名
）、
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
の
植
替
え
6/
27
（
7
名
）、

コ
ン
サ
ー
ト
出
演
者
打
合
せ
7/
1（
4
名
）、
会
場
用
イ
ス
の
借

り
受
け
運
搬
7/
21
（
1
名
）、
竹
鉄
砲
づ
く
り
7/
27
（
6
人
）、

前
日
準
備
と
搬
入
8/
6（
10
人
）

■
イ
ベ
ン
ト
参
加
者

　「
ハ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」　
15
9
名

　（
内
訳
：
来
場
者
10
4 
名
、
出
演
者
55
名
）

「
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
」　
70
3
名

（
内
訳
：
来
場
者
56
3
名
、ス
タ
ッ
フ
15
名
、出
演
者
等
12
5
名
）

■
本
事
業
の
紹
介

　『
ぱ
ど
ナ
ビ
マ
ガ
ジ
ン
』
6/
26
号

『
ふ
ぁ
み
り
ー
泉
州
』
7
月
号
N
o.
16
2
号

『
あ
さ
ひ
ゆ
め
ほ
っ
と
』
63
6
号

『
読
売
新
聞
』
大
阪
版
7/
26
朝
刊

『
ふ
ぁ
み
り
ー
泉
州
』
8
月
号
N
o.
16
3
号

J:C
O
M
「
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
」（
8/
17
～
8/
23
）

『
ふ
ぁ
み
り
ー
泉
州
』
9
月
号
N
o.
16
4
号

 

今
年
初
め
て
の
取
組
み

ハ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

7/
25
に
開
催
し
た
ハ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
。

大
人
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企

画
し
ま
し
た
。
当
日
は
見
事
な
古
代
ハ

ス
の
花
が
お
出
迎
え
。
15
0
名
以
上
の

方
々
に
「
古
代
ハ
ス
の
花
の
咲
く
場
所

（
ま
い
ぶ
ん
）」
を
、思
い
思
い
の
形
で
、

楽
し
ん
で
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

「
ハ
ス
の
折
り
紙
教
室
」

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
メ
ン
バ
ー

　
参
加
者
85
名

「
ス
ト
ロ
ー
で
管
玉

　
ネ
ッ
ク
レ
ス
づ
く
り
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
メ
ン
バ
ー

参
加
者
：
11
3
名

「
な
り
き
り
原
始
人
」

協
力
：
池
上
曽
根
弥
生
学
習
館

・
阪
南
大
学

「
限
定
！
ハ
ス
の
花
の

　
　
　
　
ク
リ
ー
ム
パ
ン
」

協
力
：
さ
ん
さ
ん
ベ
ー
カ
リ
ー

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
メ
ン
バ
ー

20
0
個
完
売

「
楽
し
く
！

親
子
で
遊
ぼ
う
」

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ひ
だ
ま
り

参
加
者
42
名

「
マ
ン
ド
リ
ン
の
調
べ
」

信
達
中
学
校

ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
部

参
加
者
50
名

「
み
ん
な
で
歌
お
う
」

い
ず
み
バ
ン
ド

参
加
者
40
名

「
作
ろ
う
！
世
界
で
一
つ
の

　
消
し
ゴ
ム
ま
が
玉
」

府
立
弥
生
文
化
博
物
館

参
加
者
56
名

「
む
す
ぶ
、
た
た
む
、
お
る

　
泉
南
熊
寺
郎
の
折
紙
！
」

小
谷
城
郷
土
館

参
加
者
52
名

「
ち
り
め
ん
モ
ン
ス
タ
ー
」

　
き
し
わ
だ
自
然
資
料
館

　
参
加
者
81
名

「
竹
鉄
砲
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
メ
ン
バ
ー
　

参
加
者
50
個

「
お
で
か
け
ガ
ス
科
学
館

　
液
体
ち
っ
素
の
実
験
」

大
阪
ガ
ス
　
ガ
ス
科
学
館

参
加
者
87
名

「
登
場
！
泉
南
熊
次
郎
」

泉
南
市
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
出
没

「
お
顔
に
ら
く
が
き

フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト
」

協
力
：
阪
南
大
学
和
泉
研
究
室

参
加
者
81
名

「
厚
紙
ト
ン
ボ
」

青
少
年
セ
ン
タ
ー

参
加
者
：
10
0
名

「
星
形
ペ
ン
ダ
ン
ト
を

　
つ
く
ろ
う
！
」

池
上
曽
根
弥
生
学
習
館

参
加
者
15
0
名
　

「
小
紬
屋
か
ん
野

作
品
展
」

小
紬
屋
か
ん
野

「
ハ
ス
の
花
の
写
真
展
」

尾
崎
真
一
さ
ん

「
お
茶
席
」

泉
南
市
茶
華
道
連
盟
有
志

伝
統
文
化
子
ど
も
教
室
有
志

参
加
者
13
0
名

「
落
書
き
ば
ん
ざ
い
」

協
力
：
鳥
取
県
立
博
物
館

「
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
の
案
内
人
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
メ
ン
バ
ー

「
大
学
生
と
遊
ぼ
う
」

協
力
：
阪
南
大
学
和
泉
研
究
室

ハ
ス
フ
ェ
ス
タ

昨
年
以
上
の
来
館
者
　
親
子
連
れ
の
た
め
の
企
画
で
す
。
当
日
は
70
3
名
の
方

が
「
ハ
ス
の
あ
る
場
所
（
ま
い
ぶ
ん
）」
で
、
ほ
ぼ
一
日
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

3/
5

　
Ｗ Ｓ ①

4/
15 ハ ス の 植 替 え

4/
16

　
Ｗ Ｓ ②

5/
7

　
Ｗ Ｓ ③

5/
14

　
Ｗ Ｓ ④

6/
2

　
パ ン の 打 合 せ ①

6/
27

　
ポ ー チ ュ ラ カ 植 え る

6/
17

　
古 代 ハ ス
　
開 花

6/
29

　
ふ た つ め の つ ぼ み

6/
11

　
Ｗ Ｓ ⑤

6/
15

　
パ ン の 打 合 せ ②

7/
1

　
コ ン サ ー ト 打 合 せ ①

7/
21

　
イ ス 借 用

7/
27

　
竹 鉄 砲 作 成

8/
6

　
前 日 の 搬 入

8/
10

　
古 代 ハ ス
　
お わ り

9/
9

　
Ｗ Ｓ ⑥

ハ ス コ ン サ ー ト

ハ ス フ ェ ス タ

7/
25

8/
7

今
年
度
の
「
海
会
寺
ハ
ス
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
進
捗
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古 代 ハ ス * の 花
の

あ
る場

所 を 楽 し む た め の
あ ら
た
な
企画
で す

住
民
の方々と 取 り 組 ん で い る 　「海会

寺
ハ
スいっ ぱ い プ ロ ジ ェ ク ト 」

7
月
25
日
（
土
）

午
後
1
時
か
ら
午
後
3
時

会
場
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

 コ
ン
サ
ー
ト

　
童
謡
ひ
ろ
ば

 　
　「
夏
の
思
い
出
」、
「
浜
辺
の
歌
」
な
ど

　
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
る
か

　
　「
初
恋
」、
「
紙
す
き
の
歌
」
な
ど

お
茶
席
＊
有
料

　
泉
南
市
茶
華
道
連
盟
有
志

展
示

　
小
紬
屋
か
ん
野
　
な
ど

 do
u

＊
こ
の
取
り
組
み
で

育
て
て
い
る
ハ
ス
は

「
古
代
ハ
ス
の

子
ど
も
た
ち
」。

公
益
財
団
法
人

徳
島
県

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

か
ら
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

申
込
み
不
要
・
入
場
無
料
・
雨
天
決
行

問
合
せ
：
電
話
07
2-
48
3-
67
89

大
阪
府
泉
南
市
信
達
大
苗
代
37
4-
4

主
催
：
泉
南
市
教
育
委
員
会

協
力
：
泉
南
市
文
化
協
会

（
公
財
）
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

【
ご
注
意
】
当
日
午
後
11
時
の
時
点
で
、
泉
南
市
に
大
雨
・
洪
水
・
暴
風
警
報
が
発
令
さ
れ
て
る
場
合
は
中
止
し
ま
す
 

8/7
2015
10：00～15：00

（金）

【悪天候の場合は中止です】

当日午前 8時の時点で、暴風・大雨警報・暴風警報・洪水警報のうちのいずれかが、大阪府全域・

泉州地域・泉南市のいずれかで発令されている場合は、中止です。

申込み不要・入場無料

主催 泉南市教育委員会

協力（予定）　一般財団法人小谷城郷土館、泉大津市立池上曽根弥生学

習館、大阪ガス　ガス科学館、大阪府立弥生文化博物館、海会寺ハスいっ

ぱいプロジェクトワークショップメンバー、泉州・紀北ミュージアム

ネットワーク、きしわだ自然資料館、国登録有形文化財山田家住宅、

公益財団法人徳島県埋蔵文化財センター、子育て支援センターひだま

り、さんさんベーカリー、泉南市文化協会、泉南市立信達中学校、鳥

取県立博物館、阪南大学国際観光学部和泉研究室

会場

泉南市埋蔵文化財センター
問合せ：072-483-6789
所在地：大阪府泉南市信達大苗代 374-4

アクセス：ＪＲ阪和線新家駅から徒歩 20 分、泉

南市コミュニティバス「大苗代」バス停より徒

歩 2分＊駐車場に限りがあります。会場へは、

泉南市コミュニティバスが便利です。

住民の方々と一緒に、まいぶん（埋蔵文化財セン

ター）を、ハスの花でいっぱいに！を目標に、昨年

5月から育てた古代ハスのお披露目イベント。ハス

のある場所を、楽しむプログラムがいっぱい！
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せんなんタコ壺プロジェクト　企画書

大学生のアイデアをもとに住民が考えた　20160127 版

せんなんタコ壺プロジェクト　企画案

　泉南市は、世界的なタコ壺のまち＊であり、おいしいタコの獲れるまち ** でもあります。にもかかわらず、

それを知る市民も少なく、そのことを知ることのできる場と機会が皆無といっても過言ではありません。言

い換えれば、泉南市は「まちの特徴（タコ壺、おいしいタコ）を活かしきれていない」ともいえます。

　このプロジェクトは、プロジェクトの過程や、参加した市民が楽しむ様子を積極的に公開することで、今

よりも多くの人に「泉南市＝世界的なタコ壺のまち＝おいしいタコの獲れるまち」であることを知ってもら

うことを目的とします。これにより、泉南市が今以上に、多くの人にとって魅力あるまちとなるはずです。

* 泉南市では、弥生時代から現代まで、数千年間にわたりタコ壺漁が生業のひとつと営まれてきました。なかでも、戎畑遺跡は、「タコ壺
づくりの村」がみつかっており、タコ壺漁の歴史を知るうえで世界的な遺跡と言えます。このことから、泉南市は「世界的なタコ壺のまち」
と言っても過言ではありません。それにもかかわらず、それを知る泉南市民は、ほとんどいません。
** 泉南市でとれるタコは「やらこぅて、うまい！」と昔から言われます。おススメの食べ方は、獲れたて、ゆでたてのタコの足を、マヨネー
ズをつけてがぶっとまるかじり。でも、このおいしさを味わったことのある市民は多くはありません。「やらこぅて、うまい！泉ダコ」が、
目の前の海でとれるにもかかわらず、他地域でとれるタコを食べているからです。
【大阪湾でのタコ壺漁】豊かな恵みを効率的に活用するための知恵から生まれた漁法と考えられます。海中に投下して、気の向いたときに
タコ壺を引き上げにいけば、「おかず程度」のタコがいつでも獲れるからです。田畑を耕しながら、海でほかの魚をとりながら、タコをと
ることができるのです、今でこそカゴ漁が盛んになっていますが、暮らしに根付いた、伝統的な漁法と言えます。

「まいぶんクラブ」5/9・埋蔵文化財センター行事

雄信小学校 6年

樽井小学校 6年

「タコ壺の設置」

企画3「プロジェクト成果展」

雄信小学校

「タコ壺の引上げと試食」

企画１「せんなん戎畑遺跡のタコ壺をつくる！」

「泉南市＝世界的なタコ壺のまち」であることを知っ

てもらうためのプログラム。学校教育と、生涯学習の

場で実施します。発掘調査の成果をもとに、むかしと

同じ方法でタコ壺をつくる参加体験型学習です。

企画２「実験！昔のタコ壺でタコが獲れるか」

「泉南市＝おいしいタコの獲れるまち」であることを

知ってもらうためのプログラム。企画 1で作ったタ

コ壺でタコ壺漁が実施できるのか、地元漁協の協力を

得て実験します。プラスチック製の現代のタコ壺も併

用し、どちらが沢山獲れるのかも比較する予定です。

企画３プロジェクト成果展

泉南市は、世界的なタコ壺のまちであり、今もおいし

いタコの獲れるまちでもあることを、多くの人に知っ

てもらうためのプログラムです。

「せんなんタコあかり」企画 1・2の成果展示と、企

画１で小学生が作ったタコ壺でイルミネーションを実

施します。「泉南は世界一のタコ壺のまち展」タコの

生態、タコ壺の歴史、これまでの取組みの紹介と専門

家からのフィードバックなどを企画展「泉南は世界一

のタコ壺のまち」を開催します。　

8/29　「せんなんタコあかり」
協力：企画 1に参加した市民

企画 3プロジェクト成果展
「泉南は世界一のタコ壺のまち展」

期間：2016・2/13（土）～ 4/9（土）、
会場：埋蔵文化財センターにて

協力：岡田浦漁業協同組合
　　　阪南大学和泉研究室

5/1　漁協さんへ相談

6/19→焼直し 6/22

5/26・出張授業

5/19 出張授業

主催：泉南市教育委員会（せんなんタコ壺プロジェクトメンバー）
協力：SENNANまちづくり市民会議、（財）大阪府文化財センター（予
定）、阪南大学和泉研究室、きしわだ自然資料館、( 地独 ) 大阪府立
環境農林水産総合研究所、阪南市教育委員会、岡田浦漁港

主催：泉南市教育委員会（せんなんタコ壺プロジェクトメンバー）
協力：市内小学校

主催：泉南市教育委員会（せんなんタコ壺プロジェクトメンバー）
協力：岡田浦漁業協同組合
             阪南大学和泉研究室　　

＊プロジェクトメンバーのみ
（協力：岡田浦漁業協同組合）

成果展をつくる①
7/24　「アイデアをかためる」

一丘小学校 6年 6/15・出張授業

西信達小学校 6年 5/21 出張授業

「タコ壺作り」+タコ壺の話

漁に使うタコ壺製作
プロジェクトメンバーのみ 5/7・5/25

5/18　漁協さんへ協力の依頼

6/23・10：00 ～

6/30
10：00 ～

企画 1のタコ壺の持ち主

に協力を呼びかけ、8/29

開催の「サンセットフェ

スタ ( 主催：SENNANま

ちづくり市民会議 )」で

展示。会場：せんなんわ

くわく広場。

成果展をつくる②
7/31　「具体的にする」

「タコ壺焼き」＊各小学校で実施
樽井小学校 6/25
一丘小学校 7/6

雄信小学校で焼く6/19→焼直し 6/22

企画3「プロジェクト成果展」
10/18（日）　泉南マルシェにて
泉南市商工会からの出展依頼

成果展をつくる③
8/20　「幟の作成」
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せんなんタコ壺プロジェクトニュースレター　1

阪
南
大
学
と
取
り
組
む
文
化
財
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
  2
01
4　

も
う
一
度
よ
く
話
し
合
う

05 【
今
日
の
目
標
】

3
月
に
住
民
で
考
え
た
３
つ
の
企
画（
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
04
参
照
）

を
、
さ
ら
に
練
り
あ
げ
ま
し
た
。
話
し
合
い
で
意
識
し
た
の
は
、

前
回
あ
い
ま
い
だ
っ
た
、「
な
ぜ
す
る
の
か
？
（
企
画
の
根
っ
こ
）」

と
、「
誰
が
す
る
の
か
？
（
主
催
者
は
誰
か
？
）」
で
す
。

話
し
合
い
の
テ
ー
マ
：

　「
３
つ
の
企
画
を
実
行
す
る
た
め
に
、も
う
一
度
話
し
合
う
」

日
程
：
平
成
27
年
4
月
17
日
（
金
）
13
：
00
~1
5：
20

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
：
9
名
（
住
民
8
名
、
行
政
1
名
）

話
合
い
の
前
提

　
こ
の
取
り
組
み
で
大
切
な
こ
と
の
ひ
と
つ
が
、
一
緒
に
活

動
し
て
く
れ
る
仲
間
や
団
体
を
つ
か
ま
え
る
こ
と
。「
タ
コ
壺

づ
く
り
」
で
は
一
緒
に
つ
く
っ
て
く
れ
る
人
、「
タ
コ
壺
漁
」

で
は
協
力
し
て
く
れ
る
人
、「
タ
コ
壺
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
で
は

タ
コ
壺
を
貸
し
て
く
れ
る
人
が
必
要
で
す
。
こ
こ
ま
で
企
画

で
協
力
が
必
要
な
団
体
な
ど
に
相
談
し
て
み
ま
し
た
。

阪
南
大
学
が
参
加
す
る
の
は
「
タ
コ
壺
漁
」

　
こ
れ
ま
で
一
緒
に
取
り
組
ん
で
き
た
阪
南
大
学
和
泉
研
究

室
の
皆
さ
ん
。
今
年
度
も
引
き
続
き
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
る
の
で
す
が
、
一
緒
に
参
加
す
る
の
は
「
タ
コ
壺
漁
」

の
実
施
日
と
な
り
ま
し
た
（「
タ
コ
壺
漁
」
が
実
施
で
き
る
か

ど
う
か
い
ま
の
と
こ
ろ
未
確
定
）。
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
な
ど

が
必
要
な
場
合
、
数
名
が
参
加
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
タ
コ
あ
か
り
」
に
市
内
小
学
校
2
校
が
協
力
予
定

　
前
回
考
え
た
企
画
案
で
は
「
小
学
校
の
授
業
で
タ
コ
壺
を

つ
く
っ
て
も
ら
う
」
こ
と
で
、
泉
南
市
が
世
界
的
な
タ
コ
壺

の
ま
ち
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
小
学
生
が
つ
く
っ

た
タ
コ
壺
を
借
り
て
「
タ
コ
壺
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
を
海
辺
で

実
施
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
泉
南
市
内
の
小
学
校
に
授
業
と
し
て
の
「
タ
コ
壺
づ
く
り
」

と
、「
タ
コ
壺
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
へ
の
協
力
を
提
案
し
た
と
こ

ろ
、
2
校
が
協
力
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
６
年
生
。
14
9
人
の
小
学
生
が
、
学
校
の
授
業
で
「
泉

南
市
＝
タ
コ
壺
の
ま
ち
＝
お
い
し
い
タ
コ
が
獲
れ
る
ま
ち
」

を
タ
コ
壺
を
つ
く
り
な
が
ら
学
び
、1
49
個
の
タ
コ
壺
を
「
タ

コ
壺
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
に
お
借
り
で
き
そ
う
で
す
。

埋
文
で
は
5/
9
に
「
タ
コ
壺
づ
く
り
」
実
施
決
定

　
前
回
考
え
た
企
画
で
は
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
行
事

と
し
て
、
タ
コ
壺
づ
く
り
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
大
人
も
「
タ
コ
壺
づ
く
り
」
を
し
た
い
の
で
そ
の
機

会
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
！
と
の
要
望
に
応
え
る
た
め
で
す
。

毎
月
実
施
し
て
い
る
「
ま
い
ぶ
ん
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
枠
を
使
っ

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
日
程

は
5/
9（
土
）。
午
前
と
午
後
の
２
回
実
施
し
、
タ
コ
壺
を
つ

く
る
だ
け
で
は
は
く
、
泉
南
市
が
ふ
る
く
か
ら
タ
コ
壺
の
ま

ち
で
あ
る
こ
と
と
、
泉
南
の
タ
コ
が
う
ま
い
こ
と
も
併
せ
て

知
っ
て
も
ら
う
講
座
で
す
。
参
加
者
に
は
、
も
ち
ろ
ん
「
タ

コ
壺
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
タ
コ
壺
づ
く
り
を
し
て
み
た
い
！
と
い
う
方
は
、

　
　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
07
2-
48
3-
67
89
）
ま
で
。

「
タ
コ
壺
づ
く
り
を
し
て
み
ま
す
？
」
と
の
質
問
に
挙
手
を
す
る
皆
さ
ん
。
や
る
気
満
々
で
す
！

4/
17
に
住
民
の
皆
さ
ん
が
考
え
た
企
画
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

一
緒
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
方
　
大
歓
迎
で
す
！

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

■
次
回
の
予
定

　
日
時
　
5/
15
(金
)　
13
：
30
～
15
：
30
　
埋
文
に
て

　
内
容
　
タ
コ
壺
漁
の
方
法
を
検
討
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整

　
　
　
　
＊
こ
の
日
の
夕
刻
に
、
漁
協
さ
ん
へ
相
談
に
行
く
予
定
で
す
。

大
学
生
の
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
住
民
が
考
え
た

せ
ん
な
ん
タ
コ
壺
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
企
画
案

　
泉
南
市
は
、
世
界
的
な
タ
コ
壺
の
ま
ち
＊
で
あ
り
、
お
い
し
い
タ
コ
の
獲
れ
る
ま
ち
**
で
も
あ
り
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
を
知
る
市
民
も
少
な
く
、
そ
の
こ
と
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
場
と
機
会
が
皆
無
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
言

い
換
え
れ
ば
、
泉
南
市
は
「
ま
ち
の
特
徴
（
タ
コ
壺
、
お
い
し
い
タ
コ
）
を
活
か
し
き
れ
て
い
な
い
」
と
も
い
え
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
過
程
や
、
参
加
し
た
市
民
が
楽
し
む
様
子
を
積
極
的
に
公
開
す
る
こ
と
で
、
今

よ
り
も
多
く
の
人
に
「
泉
南
市
＝
世
界
的
な
タ
コ
壺
の
ま
ち
＝
お
い
し
い
タ
コ
の
獲
れ
る
ま
ち
」
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
泉
南
市
が
今
以
上
に
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
ま
ち
と
な
る
は
ず
で
す
。

*
泉
南
市
で
は
、
弥
生
時
代
か
ら
現
代
ま
で
、
数
千
年
間
に
わ
た
り
タ
コ
壺
漁
が
生
業
の
ひ
と
つ
と
営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
戎
畑
遺
跡
は
、「
タ

コ
壺
づ
く
り
の
村
」
が
み
つ
か
っ
て
お
り
、
タ
コ
壺
漁
の
歴
史
を
知
る
う
え
で
世
界
的
な
遺
跡
と
言
え
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
泉
南
市
は
「
世
界
的
な
タ

コ
壺
の
ま
ち
」
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
知
る
泉
南
市
民
は
、
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。

**
泉
南
市
で
と
れ
る
タ
コ
は「
や
ら
こ
ぅ
て
、う
ま
い
！
」と
昔
か
ら
言
わ
れ
ま
す
。
お
ス
ス
メ
の
食
べ
方
は
、獲
れ
た
て
、ゆ
で
た
て
の
タ
コ
の
足
を
、マ
ヨ
ネ
ー

ズ
を
つ
け
て
が
ぶ
っ
と
ま
る
か
じ
り
。
で
も
、
こ
の
お
い
し
さ
を
味
わ
っ
た
こ
と
の
あ
る
市
民
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
や
ら
こ
ぅ
て
、
う
ま
い
！
泉
ダ
コ
」

が
、
目
の
前
の
海
で
と
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
地
域
で
と
れ
る
タ
コ
を
食
べ
て
い
る
か
ら
で
す
。

【
大
阪
湾
で
の
タ
コ
壺
漁
】
豊
か
な
恵
み
を
効
率
的
に
活
用
す
る
た
め
の
知
恵
か
ら
生
ま
れ
た
漁
法
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
海
中
に
投
下
し
て
、
気
の
向
い
た
と

き
に
タ
コ
壺
を
引
き
上
げ
に
い
け
ば
、「
お
か
ず
程
度
」
の
タ
コ
が
い
つ
で
も
獲
れ
る
か
ら
で
す
。
田
畑
を
耕
し
な
が
ら
、
海
で
ほ
か
の
魚
を
と
り
な
が
ら
、

タ
コ
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
、
今
で
こ
そ
カ
ゴ
漁
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
暮
ら
し
に
根
付
い
た
、
伝
統
的
な
漁
法
と
言
え
ま
す
。

「
ま
い
ぶ
ん
ク
ラ
ブ
」
5/
9・
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
行
事

雄
信
小
学
校
6
年

樽
井
小
学
校
6
年

「
タ
コ
壺
の
設
置
」

企
画
3「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
展
」

「
タ
コ
壺
焼
き
」
各
小
学
校

「
タ
コ
壺
の
引
き
上
げ
」

企
画
１
「
せ
ん
な
ん
戎
畑
遺
跡
の
タ
コ
壺
を
つ
く
る
！
」

「
泉
南
市
＝
世
界
的
な
タ
コ
壺
の
ま
ち
」
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
学
校
教
育
と
、
生
涯
学
習
の

場
で
実
施
し
ま
す
。
発
掘
調
査
の
成
果
を
も
と
に
、
む
か
し
と

同
じ
方
法
で
タ
コ
壺
を
つ
く
る
参
加
体
験
型
学
習
で
す
。

企
画
２
「
実
験
！
昔
の
タ
コ
壺
で
タ
コ
が
獲
れ
る
か
」

「
泉
南
市
＝
お
い
し
い
タ
コ
の
獲
れ
る
ま
ち
」
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
企
画
1
で
作
っ
た
タ

コ
壺
で
タ
コ
壺
漁
が
実
施
で
き
る
の
か
、
地
元
漁
協
の
協
力
を

得
て
実
験
し
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
現
代
の
タ
コ
壺
も
併

用
し
、
ど
ち
ら
が
沢
山
獲
れ
る
の
か
も
比
較
す
る
予
定
で
す
。

企
画
３
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
展
「
せ
ん
な
ん
タ
コ
あ
か
り
」

泉
南
市
は
、
世
界
的
な
タ
コ
壺
ま
ち
で
あ
り
、
今
も
お
い
し
い

タ
コ
の
獲
れ
る
ま
ち
で
も
あ
る
こ
と
を
、
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
海
の
魅
力
を
発
信
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
、
企
画
1・
2
の
成
果
展
示
と
、
企
画
１
で
小
学
生
が
作
っ

た
タ
コ
壺
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。
　

8/
30
（
土
）
17
：
00
～

＊
主
催
団
体
と
要
協
議

協
力
：
市
内
小
学
校
、
主
催
団
体

企
画
3「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
展
」

20
16
.1
以
降

会
場
：
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

7
月
初
旬
を
予
定（
協
力
：
岡
田
浦
漁
業
協
同
組
合
）

＊
阪
南
大
学
和
泉
研
究
室

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

5/
1　
地
元
漁
協
関
係
者
へ
相
談

＊
5/
15
夕
方
に
具
体
的
な
打
合
せ
(予
定
)

６
月

5/
26
・
出
張
授
業

5/
19
出
張
授
業

主
催
：
泉
南
市
教
育
委
員
会
（
せ
ん
な
ん
タ
コ
壺
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
）

協
力
：
SE
N
N
AN
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
、
岡
田
浦
漁
業
協
同
組
合

主
催
：
泉
南
市
教
育
委
員
会
（
せ
ん
な
ん
タ
コ
壺
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
）

協
力
：
市
内
小
学
校

主
催
：
泉
南
市
教
育
委
員
会
（
せ
ん
な
ん
タ
コ
壺
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
）

協
力
：
岡
田
浦
漁
業
協
同
組
合

    
    
    
 阪
南
大
学
和
泉
研
究
室
　
　

引
き
上
げ
の
数
日
前
を
予
定

＊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
み

（
協
力
：
岡
田
浦
漁
業
協
同
組
合
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
参
加
者
募
集
）

8/
20
（
木
）
10
：
00
～

展
示
内
容
（
イ
ル
ミ
）
の
検
討

こ
の
日
、
市
内
の
海
岸
で

「
海
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
」

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
丘
小
学
校
6
年
未
定
・
出
張
授
業

西
信
達
小
学
校
6
年
5/
21
出
張
授
業

「
タ
コ
壺
作
り
」
+
タ
コ
壺
の
話

5
月

漁
に
使
う
タ
コ
壺
製
作

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
み
5
月
初
旬
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せんなんタコ壺プロジェクトニュースレター　2

阪
南
大
学
と
取
り
組
む
文
化
財
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
  2
01
4　

企
画
の
工
程
を
き
め
る

06 【
今
日
の
目
標
】

4
月
に
話
し
合
っ
て
決
め
た
企
画
（
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
05
参
照
）

を
も
と
に
、
関
係
各
所
と
の
調
整
結
果
を
あ
わ
せ
、
企
画
内
容
の

つ
め
と
、実
現
ま
で
の
工
程
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
「
な

ぜ
す
る
の
か
？
」
を
意
識
す
る
姿
勢
が
随
所
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

話
し
合
い
の
テ
ー
マ
：

　「
企
画
の
工
程
表
を
つ
く
る
」

日
程
：
平
成
27
年
5
月
15
日
（
金
）
13
：
00
~1
5：
20

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
：
8
名
（
住
民
8
名
）

【
報
告
】
企
画
１
は
、
27
名
+
小
学
校
4
校
？

　
企
画
1
の
意
図
は
、
泉
南
市
の
タ
コ
壺
の
歴
史
を
知
り
な

が
ら
、
む
か
し
の
方
法
で
「
タ
コ
壺
を
つ
く
っ
て
も
ら
う
」

こ
と
で
、
市
民
に
「
泉
南
市
が
世
界
的
な
タ
コ
壺
の
ま
ち
」

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。

　
協
力
し
て
く
れ
る
小
学
校
は
い
ま
の
と
こ
ろ
4
校
に
増

え
、
出
来
上
が
る
タ
コ
壺
は
最
大
24
8
個
。
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
で
の
行
事
参
加
者
20
名
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

の
作
品
7
個
を
加
え
る
と
、
27
5
個
（
人
）
の
タ
コ
壺
が
こ

の
取
り
組
み
で
出
来
上
が
り
ま
す
。

　
こ
の
日
の
話
し
合
い
で
は
、
小
学
校
で
タ
コ
壺
づ
く
り
を

す
る
際
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
「
先
生
役
」
と
し

て
教
え
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

企
画
２
は
、
雨
天
延
期
！

　
阪
南
大
学
と
の
調
整
で
、
企
画
２
の
日
程
は
、
6/
23
、

6/
30
、
7/
7
が
候
補
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
日
程
に
、

タ
コ
壺
の
設
置
（
ヒ
モ
を
つ
け
て
海
中
に
投
下
）、
タ
コ
壺
の

引
上
げ
と
試
食
を
割
り
振
っ
て
、
漁
協
さ
ん
と
の
調
整
に
は

い
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
一
般
参
加
は
募
り
ま
せ
ん
が
、
昔

の
方
法
で
作
っ
た
タ
コ
壺
で
、
タ
コ
が
獲
れ
る
の
か
、
そ
の

過
程
は
ひ
ろ
く
公
表
し
ま
す
。

原
点
回
帰
の
企
画
3「
せ
ん
な
ん
タ
コ
あ
か
り
」

　
企
画
3
は
「
泉
南
市
は
、
世
界
的
な
タ
コ
壺
ま
ち
で
あ
り
、

今
も
お
い
し
い
タ
コ
の
獲
れ
る
ま
ち
で
も
あ
る
こ
と
を
、
多

一
緒
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
方
　
大
歓
迎
で
す
！

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」。

　
こ
れ
ま
で
は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
あ
り
き
で
話
し
合
っ

て
き
ま
し
た
が
、
じ
っ
く
り
話
し
合
っ
て
い
る
う
ち
に
「
成

果
展
を
何
の
た
め
に
す
る
の
か
、
考
え
て
話
し
合
お
う
」
と

の
意
見
が
て
て
き
ま
し
た
。

　
最
初
は
、「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
？
」
を
考
え
が
ち
だ
っ
た
話
が
、
次
第
に
「
こ
の
取
り
組

み
の
こ
と
を
う
ま
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
ど
う
い
う

情
報
を
見
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
の
か
？
」
と
い
う
話
に
！
皆

さ
ん
で
考
え
た
企
画
だ
か
ら
こ
そ
で
す
。

　
結
局
こ
の
日
は
、
サ
ン
セ
ッ
ト
フ
ェ
ス
タ
の
ス
テ
ー
ジ
に

隣
接
し
た
、
サ
ザ
ン
ピ
ア
前
の
海
岸
（
石
敷
の
海
岸
）
を
、

展
示
会
場
と
す
る
展
示
場
所
の
選
定
ま
で
。
展
示
の
内
容
は

仕
切
り
な
お
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
考
え
て
み
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
ア
イ
デ
ア
の
前
提
と
な
る
の
は
、
夕
陽
の
き
れ
い
な
海
岸

線
を
会
場
に
し
た
展
示
で
あ
る
こ
と
、
雨
天
は
中
止
で
あ
る

こ
と
、
サ
ン
セ
ッ
ト
フ
ェ
ス
タ
は
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で

17
：
00
～
19
：
00
、
そ
の
あ
と
は
イ
ベ
ン
ト
2
本
が
控
え

て
い
る
こ
と
で
す
。

【
ご
案
内
と
参
加
者
の
募
集
】

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
成
果
展
を
つ
く
る
」
開
催
！

企
画
3「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
展
」
は
、「
泉
南
市
は
、
世
界

的
な
タ
コ
壺
ま
ち
で
あ
り
、
今
も
お
い
し
い
タ
コ
の
獲
れ
る
ま
ち

で
も
あ
る
こ
と
を
、
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
」。
そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
、
2
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
話
し
合
っ
て
み
ま
す
。

日
程
と
内
容
---
--

7/
17
　
10
：
00
～
12
：
00
「
ア
イ
デ
ア
を
だ
し
て
ま
と
め
る
」

7/
31
　
10
：
00
～
12
：
00
「
具
体
的
に
す
る
」

＊
参
加
申
し
込
み
は
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で
（
48
3-
67
89
）

【
7/
17
ま
で
の
宿
題
で
す
】「
ど
う
す
れ
ば
南
市
は
、
世
界
的
な
タ

コ
壺
ま
ち
で
あ
り
、
今
も
お
い
し
い
タ
コ
の
獲
れ
る
ま
ち
で
も
あ

る
こ
と
を
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
か
？
」
具
体
的
な
方
法
（
見
せ
方
）

を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
！

＊
意
見
の
み
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
ア
イ
デ
ア
を
事
務
局
ま
で
。

4/
17
・
5/
15
に
住
民
の
皆
さ
ん
が
考
え
た
企
画
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

大
学
生
の
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
住
民
が
考
え
た

せ
ん
な
ん
タ
コ
壺
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
企
画
案

　
泉
南
市
は
、
世
界
的
な
タ
コ
壺
の
ま
ち
＊
で
あ
り
、
お
い
し
い
タ
コ
の
獲
れ
る
ま
ち
**
で
も
あ
り
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
を
知
る
市
民
も
少
な
く
、
そ
の
こ
と
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
場
と
機
会
が
皆
無
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
言

い
換
え
れ
ば
、
泉
南
市
は
「
ま
ち
の
特
徴
（
タ
コ
壺
、
お
い
し
い
タ
コ
）
を
活
か
し
き
れ
て
い
な
い
」
と
も
い
え
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
過
程
や
、
参
加
し
た
市
民
が
楽
し
む
様
子
を
積
極
的
に
公
開
す
る
こ
と
で
、
今

よ
り
も
多
く
の
人
に
「
泉
南
市
＝
世
界
的
な
タ
コ
壺
の
ま
ち
＝
お
い
し
い
タ
コ
の
獲
れ
る
ま
ち
」
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
泉
南
市
が
今
以
上
に
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
ま
ち
と
な
る
は
ず
で
す
。

*
泉
南
市
で
は
、
弥
生
時
代
か
ら
現
代
ま
で
、
数
千
年
間
に
わ
た
り
タ
コ
壺
漁
が
生
業
の
ひ
と
つ
と
営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
戎
畑
遺
跡
は
、「
タ

コ
壺
づ
く
り
の
村
」
が
み
つ
か
っ
て
お
り
、
タ
コ
壺
漁
の
歴
史
を
知
る
う
え
で
世
界
的
な
遺
跡
と
言
え
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
泉
南
市
は
「
世
界
的
な
タ

コ
壺
の
ま
ち
」
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
知
る
泉
南
市
民
は
、
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。

**
泉
南
市
で
と
れ
る
タ
コ
は「
や
ら
こ
ぅ
て
、う
ま
い
！
」と
昔
か
ら
言
わ
れ
ま
す
。
お
ス
ス
メ
の
食
べ
方
は
、獲
れ
た
て
、ゆ
で
た
て
の
タ
コ
の
足
を
、マ
ヨ
ネ
ー

ズ
を
つ
け
て
が
ぶ
っ
と
ま
る
か
じ
り
。
で
も
、
こ
の
お
い
し
さ
を
味
わ
っ
た
こ
と
の
あ
る
市
民
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
や
ら
こ
ぅ
て
、
う
ま
い
！
泉
ダ
コ
」

が
、
目
の
前
の
海
で
と
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
地
域
で
と
れ
る
タ
コ
を
食
べ
て
い
る
か
ら
で
す
。

【
大
阪
湾
で
の
タ
コ
壺
漁
】
豊
か
な
恵
み
を
効
率
的
に
活
用
す
る
た
め
の
知
恵
か
ら
生
ま
れ
た
漁
法
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
海
中
に
投
下
し
て
、
気
の
向
い
た
と

き
に
タ
コ
壺
を
引
き
上
げ
に
い
け
ば
、「
お
か
ず
程
度
」
の
タ
コ
が
い
つ
で
も
獲
れ
る
か
ら
で
す
。
田
畑
を
耕
し
な
が
ら
、
海
で
ほ
か
の
魚
を
と
り
な
が
ら
、

タ
コ
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
、
今
で
こ
そ
カ
ゴ
漁
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
暮
ら
し
に
根
付
い
た
、
伝
統
的
な
漁
法
と
言
え
ま
す
。

「
ま
い
ぶ
ん
ク
ラ
ブ
」
5/
9・
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
行
事

雄
信
小
学
校
6
年

樽
井
小
学
校
6
年

「
タ
コ
壺
の
設
置
」

企
画
3「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
展
」

「
タ
コ
壺
焼
き
」
各
小
学
校

「
タ
コ
壺
の
引
上
げ
と
試
食
」

企
画
１
「
せ
ん
な
ん
戎
畑
遺
跡
の
タ
コ
壺
を
つ
く
る
！
」

「
泉
南
市
＝
世
界
的
な
タ
コ
壺
の
ま
ち
」
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
学
校
教
育
と
、
生
涯
学
習
の

場
で
実
施
し
ま
す
。
発
掘
調
査
の
成
果
を
も
と
に
、
む
か
し
と

同
じ
方
法
で
タ
コ
壺
を
つ
く
る
参
加
体
験
型
学
習
で
す
。

企
画
２
「
実
験
！
昔
の
タ
コ
壺
で
タ
コ
が
獲
れ
る
か
」

「
泉
南
市
＝
お
い
し
い
タ
コ
の
獲
れ
る
ま
ち
」
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
企
画
1
で
作
っ
た
タ

コ
壺
で
タ
コ
壺
漁
が
実
施
で
き
る
の
か
、
地
元
漁
協
の
協
力
を

得
て
実
験
し
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
現
代
の
タ
コ
壺
も
併

用
し
、
ど
ち
ら
が
沢
山
獲
れ
る
の
か
も
比
較
す
る
予
定
で
す
。

企
画
３
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
展
「
せ
ん
な
ん
タ
コ
あ
か
り
」

泉
南
市
は
、
世
界
的
な
タ
コ
壺
ま
ち
で
あ
り
、
今
も
お
い
し
い

タ
コ
の
獲
れ
る
ま
ち
で
も
あ
る
こ
と
を
、
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
海
の
魅
力
を
発
信
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
、
企
画
1・
2
の
成
果
展
示
と
、
企
画
１
で
小
学
生
が
作
っ

た
タ
コ
壺
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。
　

8/
30
（
土
）

協
力
：
企
画
1
に
参
加
し
た
市
民

企
画
3「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
展
」

20
16
.1
以
降

会
場
：
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

協
力
：
岡
田
浦
漁
業
協
同
組
合

　
　
　
阪
南
大
学
和
泉
研
究
室

＊
雨
天
の
場
合
、
7/
7
に
順
延

5/
1　
漁
協
さ
ん
へ
相
談

６
月
予
定

5/
26
・
出
張
授
業

5/
19
出
張
授
業

主
催
：
泉
南
市
教
育
委
員
会
（
せ
ん
な
ん
タ
コ
壺
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
）

協
力
：
SE
N
N
AN
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

主
催
：
泉
南
市
教
育
委
員
会
（
せ
ん
な
ん
タ
コ
壺
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
）

協
力
：
市
内
小
学
校

主
催
：
泉
南
市
教
育
委
員
会
（
せ
ん
な
ん
タ
コ
壺
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
）

協
力
：
岡
田
浦
漁
業
協
同
組
合

    
    
    
 阪
南
大
学
和
泉
研
究
室
　
　

＊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
み

（
協
力
：
岡
田
浦
漁
業
協
同
組
合
）

成
果
展
を
つ
く
る
①

7/
17
　
10
：
00
～
12
：
00

「
ア
イ
デ
ア
を
だ
し
て
ま
と
め
る
」

一
丘
小
学
校
6
年
調
整
中
・
出
張
授
業

西
信
達
小
学
校
6
年
5/
21
出
張
授
業

「
タ
コ
壺
作
り
」
+
タ
コ
壺
の
話

漁
に
使
う
タ
コ
壺
製
作

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
み
5/
7・
5/
25

5/
18
　
漁
協
さ
ん
へ
協
力
の
依
頼

6/
23
・
10
：
00
～

6/
30
10
：
00
～

こ
の
日
開
催
の
海
を
楽

し
む
イ
ベ
ン
ト
「
り
ん

く
う
海
道
ブ
ル
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
で
展
示
。

成
果
展
を
つ
く
る
②

7/
31
　
10
：
00
～
12
：
00

「
具
体
的
に
す
る
」

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

こ
の
間
、
作
業
を
随
時
実
施
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阪
南
大
学
と
取
り
組
む
文
化
財
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
  2
01
4　

企
画
１
の
実
施
　

　「
せ
ん
な
ん
戎
畑
遺
跡
の
タ
コ
壺
を
つ
く
る
」

07 【企画１】せ
ん
な
ん
戎
畑
遺
跡
の
タ
コ
壺
を
つ
く
る

企
画
１
は
「
泉
南
市
＝
世
界
的
な
タ
コ
壺
の
ま
ち
」
で
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
タ
コ
壺
漁
と

地
域
と
の
歴
史
的
な
か
か
わ
り
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、

タ
コ
壺
づ
く
り
を
各
自
で
行
い
ま
す
。「
生
涯
学
習
の
場
（
ま

い
ぶ
ん
ク
ラ
ブ
）」
と
、「
学
校
教
育
の
場
（
出
張
授
業
）」
で

実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
事
業
に
参
加
す
る
住
民
が
楽
し
ん
で
い
る
様

子
も
、
積
極
的
に
公
開
し
た
か
っ
た
の
で
、
報
道
機
関
へ
の

リ
リ
ー
ス
を
5/
20
に
実
施
。
結
果
複
数
の
媒
体
で
取
り
上

げ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
企
画
実
施
日
と
参
加
人
数
(の
べ
51
8
名
を
対
象
に
実
施
）

生
涯
学
習
の
場
で
の
実
施

　
ま
い
ぶ
ん
ク
ラ
ブ
「
タ
コ
ツ
ボ
を
つ
く
る
」 

5/
9 

参
加
者
20
名

学
校
教
育
の
場
で
の
実
施
（
す
べ
て
6
年
生
）

　
雄
信
小
学
校
（
35
名
） 

5/
19
・
6/
19
（
先
生
役
3
名
）

　
西
信
達
小
学
校
（
79
名
） 

5/
21
（
先
生
役
3
名
）

　
樽
井
小
学
校
（
10
6
名
） 

5/
26
・
6/
25
（
先
生
役
5
名
）

　
一
丘
小
学
校
（
72
名
） 

6/
15
・
7/
6 （
先
生
役
8
名
)

　
＊
（
先
生
役
）
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
先
生
役
と
し
て
参
加
し
た
人
数

■
報
道
機
関
な
ど
の
紹
介

　
日
経
新
聞（
5/
27
夕
刊
）、
信
濃
毎
日
新
聞（
6/
2
夕
刊
）、
中
日
新
聞（
5/
31
朝
刊
）、

　
中
国
新
聞
（
6/
4
朝
刊
）、
京
都
新
聞
（
6/
4
朝
刊
）、
産
経
新
聞
（
5/
29
朝
刊
）、

　
毎
日
新
聞
（
6/
9
朝
刊
）、
「
Ｍ
Ｂ
Ｓ
ち
ち
ん
ぷ
い
ぷ
い
」（
6/
19
放
送
）

【
結
果
報
告
】
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
全
国
で
紹
介
！

ま
ず
は
理
由
を
聞
い
て
、
そ
の
あ
と
タ
コ
壺
づ
く
り

参
加
者
は
、「
泉
南
市
が
世
界
的
な
タ
コ
壺
の
ま
ち
」
で
あ
る

理
由
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
す
。
市
内
で
は
戎
畑
遺
跡
な

ど
世
界
的
に
も
珍
し
い
タ
コ
壺
づ
く
り
の
村
が
発
掘
調
査
で

み
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
卑
弥
呼
が
生
ま
れ
る
ま
え

（
弥
生
時
代
）
か
ら
現
在
ま
で
タ
コ
壺
漁
を
続
け
て
い
る
こ
と

な
ど
、
結
構
難
し
い
内
容
も
。
タ
コ
壺
を
つ
く
る
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

八
割
が
納
得
「
泉
南
市
は
世
界
的
な
タ
コ
壺
の
ま
ち
」

小
学
校
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
「
先
生
役
」
と

し
て
児
童
た
ち
と
一
緒
に
タ
コ
壺
づ
く
り
を
実
施
。
児
童
や

先
生
た
ち
と
一
緒
に
タ
コ
壺
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
小

学
校
で
の
出
張
授
業
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
み
る
と
、
各

校
と
も
参
加
し
た
児
童
の

八
割
以
上
は
「
世
界
的
な

タ
コ
壺
の
ま
ち
」
だ
と
納

得
し
て
も
ら
え
た
よ
う
で

す
。
ま
た
小
学
校
に
よ
っ
て
は
8
割
以
上
の
児
童
が
「
そ
の

こ
と
を
誰
か
に
教
え
て
み
よ
う
と
思
う
」
と
答
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。「
ま
ち
の
誇
り
」と
し
て
感
じ
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

各
地
で
紹
介
さ
れ
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

そ
の
様
子
は
、
新
聞
7
紙
で
紹
介
さ
れ
、
テ
レ
ビ
番
組
で
は

25
分
程
の
枠
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
楽
し

む
笑
顔
を
、
広
く
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
す
。

は
た
し
て
「
世
界
的
な
タ
コ
壺
の
ま
ち
」
だ
と
わ
か
っ
て
も
ら
え
た
の
か
？

小
学
校
で
実
施
し
た
出
張
授
業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

【
質
問
】「
泉
南
市
は
、
世
界
的
な
タ
コ
壺
の
ま
ち
」

だ
と
思
い
ま
し
た
か
？

【
質
問
】「
泉
南
市
が
世
界
的
な
タ
コ
壺
の
ま
ち
」
だ
と

誰
か
に
教
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
か
？

思
う

思
わ
な
い

ど
ち
ら
で
も
な
い

思
う

思
わ
な
い

ど
ち
ら
で
も
な
い

　
　
樽
井
小
学
校

81
％

19
％

71
％

29
％

　
　
西
信
達
小
学
校

87
％

13
％

87
％

13
％

　
　
雄
信
小
学
校

86
％

14
％

86
％

14
％

　
　
一
丘
小
学
校

76
％

24
％

41
％

59
％

　
　
　
平
　
均

83
％

17
％

71
％

29
％

な
ぜ
そ
こ
ま
で
？
の
タ
コ
壺
づ
く
り

テ
レ
ビ
番
組
の
中
継
当
日
、
タ
コ
壺
の
野
焼

き
を
し
た
の
で
す
が
…
前
日
の
雨
で
地
面
が

ぬ
れ
て
い
た
た
め
か
、
温
度
が
上
が
ら
ず
ま

さ
か
の
失
敗
。
結
構
難
し
い
作
業
で
す
。
お

か
げ
で
「
こ
こ
ま
で
し
て
タ
コ
を
と
る
訳

は
？
」
と
昔
の
暮
ら
し
方
を
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し
た
。

一
緒
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
方
　
大
歓
迎
で
す
！
問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp
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【
結
果
報
告
】
1
匹
獲
れ
ま
し
た
！

手
作
り
の
タ
コ
壺
を

使
っ
た
、
タ
コ
壺
漁

の
実
現
を
野
望
に
し

つ
つ
…
今
回
は
、
タ

コ
壺
漁
に
使
う
壺
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン

バ
ー
が
つ
く
っ
た
手

作
り
タ
コ
壺
で
、
試

験
的
に
実
施
し
て
み

ま
し
た
。

企
画
の
説
明
の
た
め
、

岡
田
浦
漁
協
の
組
合
長
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
夏
は
壺
で
は

獲
れ
へ
ん
で
」と
の
お
言
葉
。
こ
の
辺
り
で
は
、夏
は
カ
ゴ
で
、

冬
は
壺
で
と
季
節
に
よ
っ
て
漁
法
を
か
え
て
い
る
そ
う
な
の

で
す
。
夏
の
タ
コ
は
活
発
な
の
で
、
壺
に
入
っ
て
く
れ
る
こ

と
は
あ
っ
て
も
、「
留
守
が
ち
」
だ
と
か
。
効
率
を
考
え
る
と

「
産
卵
の
た
め
じ
っ
と
巣
に
こ
も
る
冬
の
方
が
よ
く
取
れ
る
」

そ
う
で
す
。

こ
の
日
用
い
た
の
は
、
20
個
程
の
手
作
り
タ
コ
壺
と
、
現
代

の
タ
コ
壺
、
そ
し
て
タ
コ
篭
で
す
。
タ
コ
篭
に
は
、
大
き
め

の
生
き
た
カ
ニ
を
餌
と
し
て
奮
発
。
結
果
が
楽
し
み
で
す
。

タ
コ
壺
は
漁
港
に
沈
め
て
、
7
日
間
放
置

漁
港
の
湾
内
で
岸
壁
に
沿
っ
て
タ
コ
壺
を
海
中
に
投
入
。
夏

の
タ
コ
釣
り
で
は
、
岸
壁
で
も
釣
れ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
タ

コ
が
い
る
は
ず
と
の
考
え
か
ら
で
す
。
引
き
上
げ
は
7
日
後

の
午
前
中
と
し
ま
し
た
。

阪
南
大
学
と
取
り
組
む
文
化
財
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
  2
01
4　

企
画
2
の
実
施
　

　「
昔
の
タ
コ
壺
で
タ
コ
が
獲
れ
る
か
」　

08 【
企
画
2】
昔
の
タ
コ
壺
で
タ
コ
が
獲
れ
る
か

　
企
画
２
は
、「
泉
南
市
＝
お
い
し
い
タ
コ
の
獲
れ
る
ま
ち
」

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
な
の

で
、
ぜ
ひ
と
も
タ
コ
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

企
画
1
で
作
っ
た
タ
コ
壺
の
ほ
か
に
、
現
代
の
タ
コ
壺
や
タ

コ
篭
も
使
っ
て
み
ま
し
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
テ
レ
ビ

局
と
新
聞
社
に
取
材
も
あ
り
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
に
タ

コ
の
お
い
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

■
企
画
実
施
日
と
参
加
人
数
(3
7
名
を
対
象
に
事
業
を
実
施
）

　「
タ
コ
壺
を
沈
め
る
」

　
　
6/
23
 
参
加
者
名
17
名
(タ
コ
壺
25
個
、
タ
コ
篭
1
個
を
沈
め
る
）　

　「
タ
コ
壺
を
引
き
上
げ
る
」

　
　
6/
30
 
参
加
者
20
名
（
タ
コ
壺
は
0
匹
、
タ
コ
篭
で
1
匹
）

　
　
＊
い
ず
れ
も
岡
田
浦
漁
港
の
湾
内
に
て
実
施

■
報
道
機
関
な
ど
の
取
材
・
紹
介
＊
予
定
も
含
む

　
読
売
新
聞
（
6/
19
取
材
）、
JC
O
M
（
6/
19
取
材
）、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一
「
旅

　
す
る
ラ
ジ
オ
・
旅
ラ
ジ
！
」　
（
7/
27
・
0：
30
か
ら
岡
田
浦
漁
港
で
生
放
送
の
予
定
）

壺
で
は
獲
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
…
大
物
が
1
匹

待
望
の
引
き
上
げ
の
瞬
間
。

ま
ず
は
タ
コ
壺
の
引
き
上

げ
か
ら
は
じ
め
ま
し
た
。
結

果
は
０
匹
。
最
後
に
お
楽

し
み
の
タ
コ
篭
を
あ
げ
て

み
る
と
…
大
物
が
1
匹
入
っ

て
い
ま
し
た
！
な
か
な
か

手
で
つ
か
む
こ
と
が
で
き

な
い
ほ
ど
の
元
気
の
良
さ
で
す
。

「
や
ら
こ
て
う
ま
い
」
泉
南
の
タ
コ

獲
れ
た
タ
コ
は
、「
ぶ
つ
切
り
」
に
。
生
き
た
ま
ま
の
タ
コ
を

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
「
半
生
」
と
、
し
っ
か
り
火
を
通
し
た

も
の
の
、
ふ
た
つ
の
湯
で
加
減
で
試
食
。
お
も
わ
ず
ニ
ン
マ

リ
の
味
で
、「
や
ら
こ
て
う
ま
い
」
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
？
タ
コ
壺
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

試
食
の
あ
と
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
ち
ょ
こ
っ
と
振
り
返
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

思
っ
た
以
上
に
う
ま
く
い
っ
た
要
素
と
し
て
は
、
①
学
校
な

ど
連
携
が
う
ま
く
で
き
た
こ
と
、
②
考
え
る
だ
け
で
な
く
実

現
し
よ
う
と
頑
張
れ
た
こ
と
、
③
報
道
機
関
な
ど
に
取
り
上

げ
て
も
ら
え
た
こ
と
、
④
自
分
が
楽
し
め
た
こ
と
な
ど
。

さ
ら
に
⑤
一
緒
に
活
動
を
し
て
く
れ
る
人
た
ち
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
タ
コ
壺
に
限
ら
ず
、

泉
南
市
の
魅
力
を
使
っ
た
同
様
の
取
り
組
み
が
、
継
続
し
て

い
く
つ
も
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
緒
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
方
　
大
歓
迎
で
す
！

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
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48
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■
次
回
の
お
知
ら
せ
　「
泉
南
タ
コ
あ
か
り
」
を
考
え
る

　
日
時
　
7/
17
(金
)　
10
：
00
～
12
：
00
　
埋
文
に
て

　
内
容
　
何
を
伝
え
る
か
？
ど
こ
で
伝
え
る
か
？

　
　
　
＊
8/
29
マ
ー
ブ
ル
ビ
ー
チ
で
の
成
果
展
を
企
画
し
ま
す
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１
日
目
　
サ
ン
セ
ッ
ト
フ
ェ
ス
タ
と
は
？

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
の
が
こ
の

取
り
組
み
の
目
標
な
の
で
す
が
、そ
の
舞
台
で
あ
る
サ
ン
セ
ッ

ト
フ
ェ
ス
タ
に
つ
い
て
、
主
催
団
体
の
方
か
ら
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

開
催
日
は
8
月
29
日
で
、会
場
は
マ
ー
ブ
ル
ビ
ー
チ
。ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
を
野
外
で
、
し
か
も
夕
日
を
背
景
に
行
わ
れ
ま

す
。
暗
く
な
る
と
ウ
ミ
ホ
タ
ル
の
観
察
会
も
実
施
。
会
場
で

は
泉
南
市
の
新
た
な
名
産
品
で
あ
る
サ
ト
イ
モ
焼
酎
の
紹
介

や
、
岡
田
浦
漁
協
に
よ
る
タ
コ
料
理
な
ど
も
楽
し
め
る
よ
う

で
す
。

１
日
目
　
来
場
者
に
何
を
し
て
も
ら
う
？

こ
こ
ま
で
の
成
果
を
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

う
に
は
…
ど
ん
な
行
動
を
と
っ
て
も
ら
う
の
が
い
い
の
か
考

え
て
み
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
展
示
に
す
る
、
映
像
を
見
せ
る
、
画
像
を
見
せ
る
な

ど
す
る
と
そ
の
後
ど
う
な
る
の
か
を
考
え
て
み
る
と
、
写
真

阪
南
大
学
と
取
り
組
む
文
化
財
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
  2
01
4　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　「
せ
ん
な
ん
タ
コ
あ
か
り
」
を
考
え
る
　

09 2
日
間
の
話
し
合
い
で
決
め
る
「
せ
ん
な
ん
た
こ
あ
か
り
」

　
残
る
企
画
は
あ
と
ひ
と
つ
「
せ
ん
な
ん
タ
コ
あ
か
り
」
の

み
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
取
り
組
み
の
成

果
を
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
標

の
成
果
展
で
、
い
ま
の
と
こ
ろ
、
機
会
は
3
回
。
8/
29
に

実
施
さ
れ
る
サ
ン
セ
ッ
ト
フ
ェ
ス
タ
、
10
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
商
工
会
の
地
産
地
消
イ
ベ
ン
ト
、
来
年
1
月
に
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
で
の
企
画
展
示
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
展
な
の
で
、
何
を
ど
の
よ
う

に
し
て
伝
え
る
の
か
？
け
っ
こ
う
難
し
い
作
業
で
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
①

　
7/
24
　
10
：
00
～
12
：
00
　
参
加
者
：
13
名

　「
来
場
者
に
何
を
し
て
も
ら
う
？
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
②

　
7/
31
　
10
：
00
～
12
：
00
　
参
加
者
：
10
名

　「
成
果
展
の
デ
ザ
イ
ン
を
決
め
る
」

撮
影
を
し
た
く
な
る
場
所
づ
く
り
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
消
え
て
な
く
な
る
記
憶
で
は
な
く
、
写
真
と
し
て
記
録

に
残
し
て
も
ら
え
ば
、
SN
S
で
拡
散
も
見
込
め
ま
す
。

そ
れ
な
ら
と
、
場
所
を
考
え
て
い
る
う
ち
に
、
広
場
に
あ
る

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
使
用
す
る
こ
と
で
決
定
。
夕
日
が
き
れ
い

な
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
絶
好
の
位
置
だ
か
ら
で
す
。モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
の
周
り
に
、
高
低
差
を
つ
け
て
タ
コ
壺
を
並
べ
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

１
日
目
　
と
に
か
く
目
立
つ
工
夫
を
！

当
日
は
狭
い
会
場
に
、た
く
さ
ん
の
ブ
ー
ス
が
出
ま
す
。
ひ
っ

そ
り
と
し
て
い
る
だ
け
で
は
埋
も
れ
て
し
ま
う
の
で
、
何
と

か
目
立
つ
方
法
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
LE
D
照
明
の
使
用
。
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
で
見
か
け
る

も
の
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
す
る
案
で
す
。
加
え
て
「
大

漁
旗
を
作
ろ
う
！
」
の
意
見
も
。
デ
ザ
イ
ン
は
、
次
回
ま
で

の
宿
題
と
し
ま
し
た
。

一
緒
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
方
　
大
歓
迎
で
す
！

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

■
次
回
の
お
知
ら
せ
　「
旗
づ
く
り
」

　
日
時
　
8/
20
(木
)　
10
：
00
～
16
：
00
　
埋
文
に
て

　
内
容
　
旗
づ
く
り
（
汚
れ
て
も
い
い
服
装
で

　
　
　
＊
お
ひ
る
ご
は
ん
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す

２
日
目
　
壺
の
並
べ
方
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

前
回
決
ま
っ
た
場
所
で
の
タ
コ
壺
の
見
え
方
を
、
館
内
で
再

現
し
て
み
ま
し
た
。
高
低
差
が
な
い
の
で
、
あ
ま
り
み
ば
え

が
し
な
い
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
…
小
学
生
た
ち
の
作

品
の
安
全
を
優
先
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
展
示
に
要
す
る

時
間
は
２
人
で
30
分
。
撤
収
だ
と
も
う
少
し
時
間
が
か
か

る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

２
日
目
　
LE
D
電
球
に
す
る
か
？

前
回
の
話
し
合
い
の
あ
と
、
日
没
の
時
間
帯
は
ど
の
よ
う
な

感
じ
な
の
か
を
事
務
局
で
確
認
し
て
み
ま
し
た
。
上
の
写
真

が
、
日
没
直
前
の
も
の
で
す
が
、
思
っ
た
よ
り
も
明
る
い
状

態
で
す
。
当
日
の
日
没
は
6：
30
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
は

7
時
頃
ま
で
で
、
そ
の
後
は
ウ
ミ
ホ
タ
ル
の
観
察
会
に
人
が

流
れ
ま
す
。
お
そ
ら
く
な
の
で
す
が
、
真
っ
暗
に
な
っ
た
こ

ろ
に
は
、
人
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
を
前
提
に
考
え
た
と
こ
ろ
、
LE
D
の
電
飾
は
使
用
し
な

い
こ
と
に
し
ま
し
た
。
光
っ
て
い
る
こ
と
自
体
気
づ
い
て
く

れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
す
。
そ
の
代
わ
り
に
当
初
の

ロ
ー
ソ
ク
案
に
回
帰
。
メ
ン
バ
ー
が
作
っ
た
15
個
の
タ
コ

壺
の
な
か
に
ロ
ー
ソ
ク
を
入
れ
て
燈
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

2
日
目
　
旗
に
す
る
か
？

旗
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
5
つ
の
案
が
出
ま
し
た
。
か
な
り
み
な

さ
ん
前
の
め
り
！
の
よ
う
で
す
。
あ
れ
こ
れ
デ
ザ
イ
ン
の
意

見
が
出
た
と
こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
論
に
話
は
進
み
ま
し
た
。

旗
を
作
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
旗
で
何
か
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

伝
え
よ
う
！
と
い
う
意
見
で
す
。
つ
ま
り
、
目
立
つ
こ
と
で

人
を
引
き
寄
せ
、
今
回
の
取
り
組
み
の
成
果
を
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
し
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
デ
ザ
イ
ン
に
使
用
と
い
う
意

見
で
す
。
あ
れ
こ
れ
考
え
る
う
ち
に
出
た
の
が
上
の
絵
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
「
世
界
的
な
タ
コ
つ
ぼ
の
ま
ち
！
せ
ん
な
ん
」。
旗

で
は
な
く
、
地
上
に
設
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

↑
サ
ン
セ
ッ
ト
フ
ェ
ス
タ
で
の
展
示
風
景
の
予
想
図
　
　
　
↓
旗
の
デ
ザ
イ
ン
（
み
さ
な
ん
案
＋
事
務
局
案
）
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【
結
果
報
告
】
約
50
0
名
に
成
果
を
お
披
露
目

　
当
日
は
残
念
な
が
ら
曇
り
時
々
雨
。
夕
陽
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
…
来
場
者
は
お
そ
ら
く
約
50
0
名
。
た
こ
さ
ん

の
人
た
ち
に
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
見
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

小
学
生
が
家
族
で
来
場

　
30
0
個
ほ
ど
並
ん
だ
タ
コ
壺
に
、
タ
コ
の
イ
ラ
ス
ト
、
タ

コ
の
折
紙
、各
小
学
校
の
立
札
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
。
自
分
の
作
っ

た
タ
コ
壺
を
見
に
来
た
親
子
連
れ
も
多
く
、
一
生
懸
命
探
し

て
、
見
つ
け
て
記
念
撮
影
を
す
る
親
子
も
。

　
雨
模
様
だ
っ
た
の
で
、
撤
収
は
17
時
か
ら
は
じ
め
ま
し

た
が
、
撤
収
後
に
「
僕
の
タ
コ
壺
は
？
」
と
見
に
来
た
小
学

生
も
い
た
ほ
ど
。
家
族
3
世
代
5
人
で
嬉
し
そ
う
に
持
っ
て

帰
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
後
日
な
の
で
す
が
…
「
19
時
半
に
行
っ
た
の
に
、

も
う
終
わ
っ
て
た
！
」
と
の
タ
コ
壺
の
持
ち
主
も
。
タ
コ
壺

を
つ
く
っ
た
方
々
も
、
皆
さ
ん
楽
し
み
に
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

次
に
つ
な
が
り
ま
し
た
！
商
工
会
か
ら
の
依
頼

　
10
/1
8（
日
）
に
今
回
の
よ
う
な
成
果
展
を
開
催
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
泉
南
市
商
工
会
か
ら
の
依
頼
で
す
。

　「
泉
南
マ
ル
シ
ェ
」
と
い
う
泉
南
市
の
産
品
の
PR
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
テ
ー
マ
は
「
タ
コ
」
で
、「
や
ら
こ
て
甘
い
」
を
よ

り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
消
費
拡
大
に
つ
な

げ
る
狙
い
が
あ
る
そ
う
で
す
。会
場
は
、り
ん
く
う
体
育
館（
大

阪
府
南
部
広
域
防
災
拠
点
）
で
す
。

　
ブ
ー
ス
の
中
身
は
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
と
考
え
て
い
き
た
い

阪
南
大
学
と
取
り
組
む
文
化
財
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
  2
01
4　

企
画
3
の
実
施
　

　「
せ
ん
な
ん
タ
コ
あ
か
り
」　

10 【
企
画
3】
昔
の
タ
コ
壺
で
タ
コ
が
獲
れ
る
か

　
企
画
3
は
、
泉
南
市
は
世
界
的
な
タ
コ
壺
の
ま
ち
で
あ
り
、

お
い
し
い
タ
コ
の
獲
れ
る
ま
ち
で
あ
る
こ
と
を
、
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

海
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
「
サ
ン
セ
ッ

ト
フ
ェ
ス
タ
」
で
ブ
ー
ス
を
設
置
し
て
も
ら
い
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
成
果
展
「
せ
ん
な
ん
タ
コ
あ
か
り
」
と
し
て
、
事
業
の

成
果
を
来
場
者
に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

■
企
画
実
施
に
か
か
る
準
備

　「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
は
た
づ
く
り
」
場
所
：
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
　
8/
20
（
木
）
参
加
者
10
名
（
防
炎
シ
ー
ト
に
ペ
ン
キ
で
絵
を
描
く
）

■
企
画
実
施
日
と
来
場
者
数

　「
せ
ん
な
ん
た
こ
あ
か
り
」
場
所
：
サ
ザ
ン
ぴ
あ
せ
ん
な
ん

　
　
8/
29
（
土
）
17
：
00
～
19
：
00
＊
来
場
者
数
約
50
0
名
（
推
測
）

■
報
道
機
関
な
ど
の
取
材
・
紹
介
＊
予
定
も
含
む

　
JC
O
M
「
関
西
TO
DA
Y」
（
8/
26
放
送
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介
と
「
せ
ん
な
ん

　
　
タ
コ
あ
か
り
」
の
告
知
）

と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
や
っ
て
み
た
い
！
と
い
う
方
は

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

来
年
1
月
に
は
埋
文
セ
ン
タ
ー
で
成
果
展

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
、埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

で
も
展
示
し
ま
す
。
埋
文
と
し
て
は
、
こ
の
取
り
組
み
の
成

果
を
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い
、
こ
の
よ
う
な
活
動
に
参
加

す
る
人
を
増
や
す
の
が
狙
い
で
す
。
タ
コ
ネ
タ
で
い
ろ
ん
な

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
企
画
。
こ
ん
な
企
画
展
示
を
、
一
緒
に

考
え
て
く
れ
る
方
を
募
集
す
る
予
定
で
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
は
た
づ
く
り

今
回
は
「
サ
ン
セ
ッ
ト
フ
ェ
ス
タ
」
と
い
う
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
中
で
の
ブ
ー

ス
な
の
で
、目
立
つ
よ
う
に
と
…
旗
を
つ
く
り
ま
し
た
。
旗
に
使
用
し
た
の
は
、

1.
8m
×
3.
4m
の
防
炎
シ
ー
ト
と
、
水
性
ペ
ン
キ
。
手
順
は
、
下
絵
を
作
成
し
、

液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
で
下
絵
を
投
射
、
マ
ジ
ッ
ク
で
な
ぞ
り
ま
す
。
あ
と
は
水

性
ペ
ン
キ
で
塗
れ
ば
完
成
。
み
な
さ
ん
結
構
楽
し
ん
で
作
業
し
て
い
ま
し
た
。

一
緒
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
方
　
大
歓
迎
で
す
！

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
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2-
48
3-
67
89
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■
次
回
の
お
知
ら
せ
　「
泉
南
マ
ル
シ
ェ
」
の
中
身
を
考
え
る

　
 　
日
時
　
10
/8
(木
)　
10
：
00
～
12
：
00
　
埋
文
に
て

　
　
内
容
　
展
示
+
た
こ
ネ
タ
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
考
え
ま
す

　
　
　
　
　
＊
テ
ン
ト
ア
リ
、
で
も
電
源
な
し
に
な
り
そ
う
で
す
。
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■
こ
こ
ま
で
の
話
し
合
い

　
話
し
合
い
で
決
ま
っ
た
49
個
の
「
カ
ル
タ
に
し
て
伝
え

た
い
泉
南
の
魅
力
」。
肝
心
の
絵
札
の
絵
、
読
み
札
の
句
が
出

来
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
読
み
札
の
句
は
、
市
内
の
小
学
校

で
作
っ
て
も
ら
え
ま
す
。
絵
札
の
絵
は
、
作
画
担
当
に
描
い

て
も
ら
う
の
で
す
が
…
構
図
を
指
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
絵
を
描
く
側
の
意
見

以
前
に
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
も
う
一
度
、
念
の
た
め
。
作
画

担
当
の
職
員
と
、
絵
を
か
い
て
も
ら
う
に
あ
た
っ
て
の
注
意

点
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
絵
は
、
手

描
き
の
水
彩
画
で
、
か
わ
い
ら
し
い
く
親
し
み
や
す
い
感
じ

の
絵
で
す
。

描
い
て
ほ
し
い
絵
の
構
図
を
写
真
で
渡
す

　
絵
を
描
く
方
法
は
、
写
真
を
そ
の
ま
ま
な
ぞ
っ
て
、
描
く

こ
と
に
。
で
す
の
で
、
ア
ン
グ
ル
や
大
き
さ
、
細
部
の
細
か

い
と
こ
ろ
も
、
思
っ
た
通
り
の
写
真
を
用
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

写
真
の
大
き
さ
は
は
が
き
程
度
の
も
の

　
大
き
い
写
真
の
ほ
う
が
、
細
か
い
と
こ
ろ
も
表
現
で
き
る

－
泉
南
の
魅
力
を
あ
つ
め
た
－
郷
土
カ
ル
タ
づ
く
り
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

絵
札
の
構
図
を

考
え
る

07 日
時
：
１
回
目
　
平
成
27
年
4
月
21
日
（
火
）　

　
　
　
２
回
目
　
平
成
27
年
4
月
28
日
（
火
）　

 
＊
い
ず
れ
も
10
：
00
～
12
：
00

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
：
１
回
目
９
名
、
２
回
目
８
名

■
イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
っ
た
り
の
絵
の
構
図
を
考
え
る

カ
ル
タ
の
絵
札
の
絵
を
「
ど
ん
な
絵
に
す
る
の
か
」
を
考
え

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

作
画
担
当
は
「
写
真
を
も
と
に
し
て
絵
を
お
こ
す
」
の
で
、

書
い
て
ほ
し
い
絵
を
写
真
で
表
現
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

手
順
は
①
読
み
札
の
キ
ー
ワ
ー
ド
、
説
明
文
を
読
む
、
②
う

か
ん
で
く
る
風
景
や
絵
柄
を
羅
列
、
③
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ

せ
て
、
④
絵
柄
を
決
め
る
と
い
っ
た
も
の
。
１
回
目
に
考
え

た
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
写
真
を
、
２
日
目
ま
で
に
用
意
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
、
１
週
間
間
隔
を
あ
け
て
２
日
間
実
施

し
ま
し
た
。「
ヨ
コ
な
が
の
絵
札
が
あ
っ
た
ら
面
白
い
」
な
ど

話
合
い
の
中
で
出
た
意
見
も
、
併
せ
て
考
え
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

の
で
は
？
と
思
わ
れ
る
は
ず
。
で
も
、
カ
ル
タ
に
す
る
と
き

は
、両
辺
が
10
セ
ン
チ
未
満
。
縮
小
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

こ
ま
か
く
描
い
て
も
、
結
局
真
っ
黒
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

絵
の
完
成
は
9
月
が
目
標

　
す
べ
て
の
絵
が
出
そ
ろ
う
の
は
、
9
月
頃
。
で
き
あ
が
っ

た
絵
か
ら
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
展
示
す
る
ほ
か
、『
広

報
せ
ん
な
ん
』
で
も
、
小
学
生
の
句
と
併
せ
て
紹
介
す
る
予

定
で
す
。

一
緒
に
カ
ル
タ
づ
く
り
を
し
て
み
た
い
方
、
大
歓
迎
で
す

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

縦
の
絵
も
横
の
絵
も
あ
る
絵
札

2
回
の
話
し
合
い
で
、
48
枚
分
の
絵
札
の
も
と
に
な
る
写
真

の
イ
メ
ー
ジ
を
決
定
し
ま
し
た
。

大
切
に
し
た
の
は
、
元
と
な
る
写
真
の
構
図
。
縦
で
統
一
す

る
と
、
奥
行
き
の
あ
る
ヨ
コ
方
向
の
写
真
は
台
無
し
に
な
る

の
で
「
ヨ
コ
も
あ
る
方
が
い
い
！
」
と
い
う
こ
と
で
、絵
札
は
、

縦
も
横
も
あ
る
絵
を
描
い
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

絵
札
の
文
字
は
控
え
め
に

ま
た
、
絵
札
の
文
字
が
入
る
と
こ
ろ
は
、
統
一
せ
ず
に
、
絵

が
で
き
て
か
ら
、
一
番
邪
魔
に
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
入
れ
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
控
え
め
に
表
記
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

い
ま
の
と
こ
ろ
は
、
文
字
は
活
字
で
、
明
朝
体
が
い
い
の
で

は
な
い
の
か
？
と
い
っ
た
意
見
が
出
て
い
ま
す
。

電
線
や
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
、
消
す
、
消
さ
な
い

写
真
に
写
り
こ
む
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
電
線
な
ど
の
扱
い
も
考

え
ま
し
た
。「
消
し
て
し
ま
お
う
（
絵
に
は
入
れ
な
い
で
お
こ

う
）」
と
考
え
た
の
は
、た
と
え
ば
「
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
い
っ

ぱ
い
」
の
写
真
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
、「
街
道
い
っ
ぱ
い
」
の

電
線
な
ど
。
な
い
方
が
い
い
の
で
は
と
の
意
見
か
ら
で
す
。

反
対
に
、
電
線
な
ど
も
描
い
た
方
が
い
い
の
で
は
、
と
な
っ

た
の
が
「
熊
野
紀
州
街
道
」
の
電
線
な
ど
。
今
の
ま
ち
な
み

を
そ
の
ま
ま
表
現
し
た
い
と
の
意
図
か
ら
で
す
。

湯
気
や
、
色
、
強
調
す
る
と
こ
ろ

種
河
神
社
の
湯
神
楽
の
写
真
に
は
、
お
湯
の
湯
気
が
お
ぼ
ろ

げ
に
映
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。
湯
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た

方
が
い
い
の
で
、
絵
を
描
く
と
き
に
は
湯
気
を
書
き
足
す
こ

と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
「
欲
張
り
な
希
望
」
を
、
各
写
真
に
書
き
込
み
、

作
画
担
当
と
連
休
明
け
に
打
合
せ
す
る
予
定
で
す
。

箱
の
底
に
穴
を
あ
け
よ
う
！

見
本
の
カ
ル
タ
を
手
に
取
っ
て
い
る
う
ち
に
、
あ
る
方
が
提

案
し
て
く
れ
た
ア
イ
デ
ア
で
す
。
カ
ル
タ
を
箱
か
ら
取
り
出

す
と
き
、
箱
ご
と
ひ
っ
く
り
返
す
な
ど
と
て
も
と
り
に
く
い

の
で
、
指
を
入
れ
て
「
ス
マ
ー
ト
」
に
出
せ
る
よ
う
に
し
た

ら
ど
う
だ
？
と
い
う
移
建
。
ぜ
ひ
と
も
取
り
入
れ
た
い
ア
イ

デ
ア
で
す
。

次
回
は
「
カ
ル
タ
の
デ
ザ
イ
ン
」。
箱
や
札
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
ま
す

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
９
月
に
2
回
、
実
施
し
ま
す
（
予
定
）。
日
程
は
『
広
報
せ
ん
な
ん
』
等
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

こ
ん
な

構
図
で
す

ま
が
玉
付
け
た

王
さ
ま
の
絵
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－
泉
南
の
魅
力
を
あ
つ
め
た
－
郷
土
カ
ル
タ
づ
く
り
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

カ
ル
タ
を

デ
ザ
イ
ン
す
る

08 日
時
：
平
成
27
年
9
月
17
日
（
木
）　
10
：
00
～
12
：
00

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
参
加
人
数
：
9
名

■
用
途
を
考
え
て
か
ら
デ
ザ
イ
ン
す
る

こ
れ
ま
で
の
作
業
で
、
カ
ル
タ
に
必
要
な
も
の
は
完
成
し
て

い
ま
す
。
市
内
の
各
小
学
校
に
お
願
い
し
て
い
た
読
み
札
の

句
は
で
き
あ
が
り
、
絵
札
の
絵
も
ほ
ぼ
完
成
。
読
み
札
の
裏

側
に
掲
載
す
る
た
め
の
説
明
書
き
も
出
そ
ろ
っ
て
い
い
ま
す
。

　
あ
と
は
、
そ
れ
ら
を
カ
ル
タ
に
す
る
た
め
に
、
ど
ん
な
感

じ
で
使
う
の
か
を
考
え
る
だ
け
で
も
い
い
の
で
す
が
…
せ
っ

か
く
で
す
の
で
、
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
①
カ
ル
タ
を
だ
れ
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
の
か
？
②
そ
れ

な
ら
ど
ん
な
工
夫
が
必
要
か
？
③
そ
の
た
め
に
ど
ん
な
デ
ザ

イ
ン
に
す
る
必

要
が
あ
る
の

か
？
で
す
。

で
き
あ
が
っ
た

カ
ル
タ
が
ど
れ

だ
け
使
っ
て
も

ら
え
る
か
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
、
い
ま
の
う
ち
に
皆
さ
ん

の
工
夫
を
盛
り
込
み
た
い
か
ら
で
す
。
ま
た
、
絵
札
の
裏
側

が
白
紙
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
活
用
で
き
な
い
か
を
、
併
せ

て
考
え
て
み
ま
し
た
。

■
だ
れ
に
、
ど
う
や
っ
て
遊
ん
で
ほ
し
い
　

　
せ
っ
か
く
作
る
カ
ル
タ
な
の
で
、
た
く
さ
ん
の
人
に
末
永

く
使
っ
て
ほ
し
い
も
の
。
な
の
で
カ
ル
タ
と
し
て
使
え
る
だ

け
で
な
く
、
よ
り
多
く
の
人
に
、
カ
ル
タ
以
外
の
方
法
で
も

遊
ん
で
も
ら
え
る
方
法
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

幼
稚
園
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
親
子
や
兄
弟
、
同
世
代
や
仲

良
し
グ
ル
ー
プ
で
、
坊
主
め
く
り
み
た
い
な
ゲ
ー
ム
、
じ
ゃ

ん
け
ん
、ひ
ら
が
な
探
し
、す
ご
ろ
く
み
た
い
な
ゲ
ー
ム
な
ど
、

ア
イ
デ
ア
が
出
た
の
で
す
が
…
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
実
現
す

る
の
か
、
考
え
て
み
ま
し
た
。

対
象
を
設
定
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
使
う
工
夫
を
整
理
し
て
考
え
て
み
た
の
で
す
が
…

一
緒
に
カ
ル
タ
づ
く
り
を
し
て
み
た
い
方
、
大
歓
迎
で
す

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で
TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
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ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

【
次
回
の
お
知
ら
せ
】
日
時
：
10
/1
(木
)1
0
時
~1
2
時
　
場
所
：
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

内
容
：
試
作
品
で
遊
ん
で
み
る
（
思
っ
た
通
り
に
遊
べ
る
の
か
？
思
っ
た
通
り
の
仕
上
が
り
か
？
最
終
チ
ェ
ッ
ク
で
す
）

■
手
に
取
っ
て
も
ら
う
た
め
の
工
夫

　 「
ま
あ
す
て
き
！
」
と
手
に
取
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
話
に

な
ら
な
い
の
で
…
絵
札
の
裏
の
空
白
部
分
に
泉
南
市
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
「
泉
南
熊
寺
郎
」
の
イ
ラ
ス
ト
を
入
れ
る
こ
と
に
。

幼
稚
園
児
で
も
「
こ
れ
な
ら
手
に
取
っ
て
く
れ
る
の
で
は
？
」

と
の
ア
イ
デ
ア
で
す
。

■
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
の
工
夫

　
幼
稚
園
児
か
ら
高
齢
者
、
市
内
の
人
も
、
市
外
の
人
も
わ

か
る
も
の
に
し
た
い
！
と
な
っ
た
の
で
た
い
へ
ん
で
す
。
内

容
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
工
夫
と
し
て
以
下
の
ア
イ
デ
ア

が
で
ま
し
た
。

　
①
す
べ
て
の
漢
字
に
振
り
仮
名
を
つ
け
る
。

　
②
高
齢
者
で
も
見
や
す
い
よ
う
に
字
体
は
ゴ
シ
ッ
ク
。

　
③
年
表
と
、
地
図
を
試
作
し
て
み
る
。

　
④
各
札
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
赤
文
字
に
す
る
。

　
⑤
絵
札
に
タ
イ
ト
ル
を
す
べ
て
つ
け
る
。

■
ひ
と
り
で
も
多
く
に
、
使
い
続
け
て
も
ら
う
工
夫

　
カ
ル
タ
と
し
て
し
か
使
え
な
い
の
で
あ
れ
ば
…
長
い
目
で

見
る
と
、
あ
ま
り
使
っ
て
も
ら
え
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

事
務
局
と
し
て
は
、
今
回
作
成
す
る
カ
ル
タ
は
、
よ
り
多
く

の
人
に
使
っ
て
も
ら
う
工
夫
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
い
う
の
も
一
番
大
切
な
の
は
、「
カ
ル
タ
に
し
て
伝
え
た
い

泉
南
市
の
魅
力
」
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。

　
幼
稚
園
児
で
も
、
高
齢
者
で
も
、
市
民
で
も
、
市
民
以
外

で
も
、
子
ど
も
同
士
で
も
親
子
で
も
、
い
ろ
ん
な
遊
び
方
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
使
っ
て
も
ら
え
る

（
泉
南
市
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
え
る
）
こ
と
に
つ
な
が
る
か

ら
で
す
。

　
そ
こ
で
出
た
ア
イ
デ
ア
は
４
つ
。
①
じ
ゃ
ん
け
ん
、
②
す

ご
ろ
く
、
③
坊
主
め
く
り
み
た
い
な
ゲ
ー
ム
、
④
ひ
ら
が
な

さ
が
し
。

　
次
に
そ
の
た
め
に
必
要
な
デ
ザ
イ
ン
の
要
素
は
何
？
と
意

見
を
出
し
た
の
で
す
が
…
う
ま
く
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ひ
と
ま
ず
、
2
パ
タ
ー
ン
作
っ
て
次
回
に
、
実
際
に
遊
び
な

が
ら
、
検
討
し
決
定
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

仕
上
が
り
を
想
像
し
て
も
、
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
の
で
、
２
パ
タ
ー
ン
作
っ
て
使
っ
て
み
て
判
断
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
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－
泉
南
の
魅
力
を
あ
つ
め
た
－
郷
土
カ
ル
タ
づ
く
り
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

カ
ル
タ
を

デ
ザ
イ
ン
す
る

09 日
時
：
平
成
27
年
10
月
1
日
（
木
）　
10
：
00
～
12
：
00

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
参
加
人
数
：
10
名

■
す
べ
て
を
決
め
る
!箱
以
外
の
デ
ザ
イ
ン

前
回
の
話
し
合
い
で
決
ま
っ
た
こ
と
を
、
具
体
的
な
形
に
す

る
の
が
こ
の
日
の
テ
ー
マ
。

ま
ず
、
手
に
取
っ
て
も
ら
う
た
め
の
工
夫
と
し
て
、
絵
札
の

裏
の
空
白
部
分
に
泉
南
市
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
泉
南
熊
寺
郎
」

を
入
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
誰
に
で
も
わ
か
り
や
す
く
す
る
工
夫
と
し
て
、
①

す
べ
て
の
漢
字
に
振
り
仮
名
を
つ
け
る
、
②
高
齢
者
で
も
見

や
す
い
よ
う
に
字
体
は
ゴ
シ
ッ
ク
、
③
年
表
と
地
図
を
つ
く

る
、
④
各
札
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
赤
文
字
に
す
る
、
⑤
絵
札
に

タ
イ
ト
ル
を

す
べ
て
つ
け

る
。

さ
ら
に
、
就

学
前
で
も
、
高
齢
者
で
も
、
市
民
で
も
、
市
民
以
外
で
も
、

子
ど
も
同
士
で
も
親
子
で
も
、
い
ろ
ん
な
遊
び
方
が
で
き
る

よ
う
に
①
じ
ゃ
ん
け
ん
、
②
す
ご
ろ
く
、
③
坊
主
め
く
り
み

た
い
な
ゲ
ー
ム
、
④
ひ
ら
が
な
さ
が
し
、
な
ど
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

以
上
盛
り
だ
く
さ
ん
の
条
件
を
、
試
作
品
で
遊
び
な
が
ら
確

認
し
、
す
べ
て
か
な
え
る
カ
ル
タ
の
デ
ザ
イ
ン
確
定
が
こ
の

日
の
ゴ
ー
ル
で
す
。

■
見
本
を
つ
か
っ
て
決
め
る

こ
の
日
、
見
本
と
し
て
作
っ
た
の
は
2
パ
タ
ー
ン
。
い
ず
れ

も
明
朝
体
の
文
字
で
、
絵
札
の
枠
線
を
①
校
区
ご
と
に
10

色
塗
り
分
け
て
い
る
も
の
、
②
う
す
い
黒
で
統
一
し
た
も
の

で
す
。
①
は
、
色
の
違
い
か
ら
「
坊
主
め
く
り
」
み
た
い
な

ゲ
ー
ム
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
？
と

の
ア
イ
デ
ア
か
ら
で
た
デ
ザ
イ
ン
。
ま

た
絵
札
の
裏
側
に
は
熊
次
郎
＋
じ
ゃ
ん

け
ん
マ
ー
ク
＋
花
笑
み
の
ロ
ゴ
を
配
置
。

カ
ル
タ
以
外
の
遊
び
方
＋
思
わ
ず
手
に

取
り
た
く
な
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

実
際
に
両
方
の
見
本
を
つ

く
っ
て
み
て
、
検
討
し
て
み
ま

し
た
。

■
文
字
は
明
朝
、
枠
線
は

水
な
す
色

前
回
の
話
合
い
で
は
、
文
字
は

み
や
す
い
ゴ
シ
０
ッ
ク
に
し
よ

う
と
決
ま
っ
た
の
で
す
が
、
事

務
局
の
わ
が
ま
ま
で
ゴ
チ
ッ
ク

に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
柔
ら

か
さ
が
ほ
し
か
っ
た
か
ら
で

す
。

次
に
カ
ル
タ
の
外
枠
の
色
を
考
え
て
み
ま
し
た
。
枠
を
つ
け

る
の
は
、
絵
札
と
読
み
札
の
い
ず
れ
も
片
面
の
み
。
絵
札
の

裏
側
と
読
み
札
の
句
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
面
で
す
。
こ
れ
は
、

色
鉛
筆
で
実
際
に
塗
っ
て
み
な
が
ら
、

ど
の
面
に
ど
ん
な
色
を
つ
け
れ
ば
い
い

の
か
話
し
合
っ
た
結
果
で
す
。
色
は
水

ナ
ス
色
（
市
の
色
）
で
す
。

■
姫
：
坊
主
：
殿
＝
5：
10
：
33

坊
主
め
く
り
の
よ
う
な
ゲ
ー
ム
「
花
笑

一
緒
に
カ
ル
タ
づ
く
り
を
し
て
み
た
い
方
、
大
歓
迎
で
す

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で
TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

【
次
回
の
お
知
ら
せ
】

日
時
：
10
/1
5(
木
)1
0
時
~1
2
時
半
　
場
所
：
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

内
容
：
文
章
内
容
の
最
終
確
認
で
す
。

宿
題
：
文
章
校
正
+
読
み
札
裏
の
文
章
中
キ
ー
ワ
ー
ド
の
選
択

注
意
：
終
了
時
間
は
12
時
半
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
空
腹
対
策
を
え
忘
れ
ず
に
。

め
く
り
（
仮
称
）」
が
で
き
よ
う
に
、「
花
笑
み
ロ
ゴ
」
の
配

置
、
色
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
こ
の
日
用
意
し
た
見
本
の
カ

ル
タ
は
、
ロ
ゴ
の
色
を
カ
ラ
フ
ル
＋
紺
＋
水
色
で
作
成
し
た

の
で
す
が
、
実
際
に
使
っ
て
み
る
と
、
水
色
と
紺
色
の
違
い

が
よ
く
分
か
ら
ず
、
ゲ
ー
ム
が
中
断
し
て
し
ま
う
こ
と
が
判

明
。な
の
で
結
局
、ぱ
っ
と
見
て
判
断
で
き
る
よ
う
に
ロ
ゴ
は
、

カ
ラ
フ
ル
＋
紺
色
＋
ロ
ゴ
ナ
シ
に
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
ロ
ゴ
の
各
色
も
、
当
初
は
4：
4：
40
に
し
て
い
た
の

で
す
が
、
姫
と
坊
主
の
枚
数
が
少
な
い
の
で
「
平
和
す
ぎ
る
」

こ
と
が
判
明
。
ス
リ
リ
ン
グ
な
ゲ
ー
ム
に
す
る
た
め
に
、
比

率
を
変
え
て
み
て
再
度
ゲ
ー
ム
を
し
た
と
こ
ろ
…
笑
顔
の
前

の
め
り
状
態
に
。
試
し
て
み
る
こ
と
は
大
切
で
す
。

■
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
は
◎

絵
札
の
裏
側
に
じ
ゃ
ん
け
ん
の
マ
ー
ク
を
入
れ
て
み
ま
し
た
。

小
さ
い
お
子
さ
ん
や
、
外
国
の
方
で
も
遊
べ
る
方
法
だ
か
ら

で
す
。
く
わ
え
て
、
グ
ー
チ
ョ
キ
パ
ー
の
い
ず
れ
で
も
使
え

る
カ
ー
ド
も
追
加
で
作
成
し
て
い
ま
す
。こ
れ
も
実
際
に
使
っ

て
み
て
出
来
栄
え
を
確
認
。
二
人
で
対
戦
し
て
も
ら
っ
た
の

で
す
が
と
て
も
楽
し
く
遊
べ
ま
し
た
。
あ
い
こ
の
場
合
は
、

カ
ー
ド
を
た
め
る
。
勝
っ
た
ら
カ
ー
ド
を
も
ら
え
る
。
た
っ

た
そ
れ
だ
け
の
ル
ー
ル
で
も
楽
し
く
遊
べ
ま
す
。

■
カ
ル
タ
の
名
前
は
ど
う
し
よ
う
？

話
合
い
の
中
で
提
案
さ
れ
た
の
が
、
カ
ル
タ
の
名
前
も
考
え

よ
う
！
現
在
は
「
郷
土
カ
ル
タ
（
仮
称
）」
で
す
の
で
、
今
の

う
ち
か
ら
考
え
て
お
こ
う
と
の
提
案
で
す
。

そ
の
場
で
の
思
い
付
き
だ
け
で
も
４
つ
の
案
が
出
て
き
ま
し

た
。
①
せ
ん
な
ん
わ
く
わ
く
カ
ル
タ
、
②
せ
ん
な
ん
え
え
と

こ
カ
ル
タ
、
③
せ
ん
な
ん
え
え
と
こ
い
っ
ぱ
い
カ
ル
タ
、
④

え
え
と
こ
い
っ
ぱ
い
！
せ
ん
な
ん
か
る
た
。
こ
の
話
は
、
仕

切
り
な
お
し
て
、
文
字
校
正
の
時
に
話
し
合
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。

■
年
表
・
地
図
、
文
章
確
認
、
箱
の
デ
ザ
イ
ン
は
？

積
み
残
し
の
作
業
が
あ
り
ま
す
。
年
表
と
地
図
に
つ
い
て
は
、

地
図
の
み
作
成
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
年
表
は
時
間

軸
の
設
定
が
難
し
い
か
ら
で
す
。
文
章
確
認
は
、「
宿
題
」
と

し
ま
し
た
。
10
/1
5（
木
）
に
持
ち
寄
っ
て
、
そ
の
場
で
変

更
点
や
修
正
点
を
確
認
し
、
決
定
し
ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
を
赤
色
で
わ
か
り
や
す
く
表
示
す
る
と
い
う
ア

イ
デ
ア
は
、
今
回
の
見
本
で
は
実
現
で
き
て
い
な
い
点
で
す
。

こ
れ
も
10
/1
5
ま
で
の
宿
題
と
し
ま
し
た
。

最
後
に
箱
の
デ
ザ
イ
ン
な
の
で
す
が
、事
務
局
で
案
を
つ
く
っ

て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。
た
だ
し
、
基
調
と
な
る
色
は
水
ナ

ス
色
に
決
定
。
絵
札
、
読
み
札
、
箱
い
ず
れ
も
、
水
ナ
ス
色

を
使
う
こ
と
で
、
統
一
感
を
出
し
た
い
と
の
皆
さ
ん
の
意
見

か
ら
で
す
。

【
絵
札
の
絵
が
完
成
！
】
と
て
も
か
わ
い
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
も
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バ
ー
が
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

進
行
役
（
デ
ィ
ー
ラ
ー
み
た
い
な
人
）
が
必
要

大
会
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
「
カ
ジ
ノ
の

デ
ィ
ー
ラ
ー
」
み
た
い
に
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
進
行
役
を
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ル
ー
ル
を
説
明
す
る
方
法
と
し
て
、

①
紙
に
ま
と
め
て
読
ん
で
も
ら
う
、
②
口
頭
で
説
明
す
る
な

ど
の
方
法
が
あ
る
の
で
す
が
、
教
え
て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば

も
っ
と
ス
ム
ー
ス
に
楽
し
め
る
か
ら
で
す
。
誰
が
勝
ち
な
の

か
、
ル
ー
ル
は
ど
う
な
の
か
、
瞬
時
に
判
断
す
る
と
、
ゲ
ー

ム
に
集
中
で
き
楽
し
く
遊
べ
ま
す
。

－
泉
南
の
魅
力
を
あ
つ
め
た
－
郷
土
カ
ル
タ
づ
く
り
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

ど
う
す
る
？

カ
ル
タ
大
会

10 ■
最
終
校
正
を
実
施

10
/1
5（
木
）
10
時
～
12
時
半

場
所
：
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
参
加
人
数
：
7
名

前
回
の
課
題
だ
っ
た
、
文
章
校
正
。
各
自
チ
ェ
ッ
ク
し

10
/1
5
に
持
ち
寄
り
ま
し
た
。
当
日
は
事
務
局
担
当
が
不
在

(団
体
見
学
の
対
応
)だ
っ
た
の
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
メ
ン

バ
ー
で
進
行
し
話
し
合
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

結
果
42
個
も
の
間
違
い
や
、
確
認
し
た
方
が
よ
い
内
容
な

ど
を
発
見
。
細
か
な
と
こ
ろ
ま
で
意
見
交
換
が
で
き
た
よ
う

で
、
基
本
す
べ
て
の
漢
字
に
ふ
り
が
な
を
つ
け
る
が
、「
年
月

日
」
だ
け
は
例
外
に
す
る
な
ど
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

■
カ
ル
タ
大
会
の
内
容
を
考
え
る

10
/2
2(
木
)・
10
/2
9（
木
）
い
ず
れ
も
10
時
～
12
時

場
所
：
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
：
7
名
（
10
/2
2）
、6
名
+
中
学
生
3
名
（
10
/2
9）

来
年
1
月
の
発
行
に
あ
わ
せ
て
開
催
す
る
「
カ
ル
タ
大
会
」

を
企
画
す
る
た
め
の
話
合
い
で
す
。
誰
に
、
ど
ん
な
遊
び
で

楽
し
ん
で
も
ら
う
の
か
？
そ
も
そ
も
な
ぜ
カ
ル
タ
大
会
を
す

る
の
か
？
を
意
識
し
て
の
話
合
い
で
す
。
当
初
の
予
定
で
は
、

3
回
の
話
し
合
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
「
前

の
め
り
」
な
話
し
合
い
の
結
果
、
2
回
の
話
し
合
い
で
企
画

に
ま
と
め
ま
し
た
。
詳
し
く
は
以
下
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

札
を
配
っ
た
り
、
ル
ー
ル
を
教
え
て
く
れ
る
進
行
役
が
い
れ
ば
、

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
ゲ
ー
ム
に
専
念
で
き
、
楽
し
め
ま
す

誰
で
も
楽
し
め
る
カ
ル
タ
大
会
！

事
務
局
が
、
2
日
間
の
開
催
日
（
1/
9
と
1/
23
）
を
提
示
し

た
う
え
で
話
し
合
い
を
始
め
ま
し
た
。
う
ち
、
一
日
は
カ
ル

タ
大
会
、
も
う
一
日
は
カ
ル
タ
以
外
の
あ
そ
び
で
の
カ
ル
タ

大
会
を
で
き
た
ら
と
考
え
、
そ
の
シ
ナ
リ
オ
に
沿
っ
て
進
め

よ
う
と
し
た
事
務
局
な
の
で
す
が
…
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
は

「
誰
で
も
一
緒
に
楽
し
め
る
よ
う
に
し
よ
う
！
」
と
の
意
見
。

誰
で
も
楽
し
め
る
大
会
に
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
人
に

と
っ
て
楽
し
み
な
が
ら
泉
南
市
の
「
え
え
と
こ
」
を
気
づ
く

き
っ
か
け
作
り
を
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

泉
南
中
学
校
の
２
年
生
と
考
え
ま
し
た
！

こ
の
カ
ル
タ
で
可
能
な
遊
び
は
３
種
類
。
カ
ル
タ
の
ほ
か
に
、

「
せ
ん
く
ま
ジ
ャ
ン
ケ
ン
」、
「
花
笑
み
・
せ
ん
な
ん
め
く
り
」

で
す
。
ル
ー
ル
と
遊
び
方
は
、
職
業
体
験
に
来
て
い
た
泉
南

中
学
校
２
年
生
３
人
と
、
実
際
に
遊
ん
で
み
な
が
ら
考
え
て

み
ま
し
た
。

か
な
り
楽
し
め
る
カ
ル
タ

カ
ル
タ
は
、
５
人
程
度
で
遊
ぶ
の
が
ち
ょ
う
ど
い
い
よ
う
で

す
。
句
の
頭
文
字
と
、
絵
札
の
カ
ナ
が
一
緒
な
の
で
、
あ
っ

と
い
う
間
に
勝
負
が
つ
き
ま
す
。
１
ゲ
ー
ム
に
10
分
程
度

と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
本
番
で
は
、
ま
ず
１
回
練
習

し
て
か
ら
、競
技
を
行
う
こ
と
に
。
い
き
な
り
本
番
だ
と
、「
あ

ん
ま
り
楽
し
く
な
い
」
と
い
っ
た
中
学
生
の
意
見
か
ら
で
す
。

読
み
札
の
句
を
読
み
上
げ
る
の
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
メ
ン

一
緒
に
み
た
い
方
、
大
歓
迎
で
す

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で
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【
か
る
た
大
会
の
予
定
】
平
成
28
年
1
月
9
日
（
土
）

13
：
30
～
14
：
30
で
予
定
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
カ
ル

タ
+「
花
笑
み
・
せ
ん
な
ん
め
く
り
」
+「
せ
ん
く
ま
ジ
ャ
ン

ケ
ン
」
の
三
種
競
技
。
詳
細
は
広
報
せ
ん
な
ん
1
月
号
で
告

知
予
定
で
す
。

５
、
６
人
で
遊
べ
る
「
せ
ん
く
ま
ジ
ャ
ン
ケ
ン
」

「
せ
ん
く
ま
ジ
ャ
ン
ケ
ン
」
は
、
絵
札
の
裏
に
描
か
れ
た
ジ
ャ

ン
ケ
ン
マ
ー
ク
を
つ
か
っ
た
あ
そ
び
。
グ
ー
、
チ
ョ
キ
、
パ
ー

の
絵
が
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
た
札
と
、
３
つ
と
も
描
か
れ
た
も

の
（
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
）
の
４
種
類
を
つ
か
い
ま
す
。

ま
ず
出
た
意
見
は
「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
の
マ
ー
ク
が
見
え
に
く
い
」

と
の
意
見
。
事
務
局
の
判
断
で
、
薄
い
グ
レ
ー
に
し
て
い
た

の
で
す
が
、
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
大
き
さ
と
位
置
、
色
を

中
学
生
３
名
に
決
め
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、「
オ
レ
ン
ジ
が
い

い
」
と
の
こ
と
。
こ
れ
で
見
え
や
す
く
な
る
は
ず
で
す
。

「
せ
ん
く
ま
ジ
ャ
ン
ケ
ン
」
は
手
札
を
じ
ゃ
ん
け
ん
で
取
り
合

う
ゲ
ー
ム
で
、
最
後
に
手
札
が
一
番
多
い
人
が
勝
ち
で
す
。

何
度
か
や
っ
て
み
た
の
で
す
が
、
ル
ー
ル
は
次
の
通
り
に
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
①
ま
ず
、絵
札
を
じ
ゃ
ん
け
ん
マ
ー

ク
を
裏
に
し
た
状
態
で
配
る
（
余
っ
た
札
は
山
札
と
す
る
）、

②
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
配
ら
れ
た
絵
札
を
混
ぜ
ず
に
そ
の
ま
ま
、

上
か
ら
出
し
て
い
く
、
③
ジ
ャ
ン
ケ
ン
の
合
言
葉
は
「
せ
ん

く
ま
ジ
ャ
ン
ケ
ン
、
じ
ゃ
ん
け
ん
ほ
い
（
？
）」
、
④
勝
っ
た

ひ
と
が
そ
の
場
に
だ
さ
れ
た
札
を
総
取
り
、
⑤
独
り
勝
ち
以

外
は
「
あ
い
こ
」
で
そ
の
ま
ま
に
貯
め
て
い
く
（
次
に
勝
っ

た
人
が
総
取
り
で
き
る
）、
⑥
札
が
な
く
な
れ
ば
ゲ
ー
ム
終
了

で
、
手
元
に
も
っ
て
い
る
札
が
一
番
多
い
人
が
勝
ち
、
⑦
手

元
の
札
が
同
数
の
場
合
は
、「
せ
ん
く
ま
ジ
ャ
ン
ケ
ン
」
で
勝

負
を
つ
け
る
。
5、
6
人
で
も
楽
し
く
遊
べ
ま
す
。

「
花
笑
み
・
せ
ん
な
ん
め
く
り
」

絵
を
上
に
し
た
絵
札
を
、
ひ
と
つ
の
山
札
に
ま
と
め
、
裏
側

に
あ
る
「
花
笑
み
・
せ
ん
な
ん
」
の
ロ
ゴ
の
色
２
種
と
、
ロ

ゴ
ナ
シ
の
違
い
で
「
ぼ
う
ず
め
く
り
」
の
要
領
で
遊
び
ま
す
。

「
ひ
め
」
は
「
七
色
の
花
笑
み
ロ
ゴ
」、
「
と
の
」
は
「
水
ナ
ス

色
の
花
笑
み
ロ
ゴ
」、「
ぼ
う
ず
」は
「
ロ
ゴ
な
し
」の
絵
札
で
す
。

①
絵
を
上
に
し
た
絵
札
を
ひ
と
ま
と
め
に
す
る
、
②
順
番
に

１
枚
ず
つ
取
る
、
③
と
っ
た
札
が
「
と
の
（
水
な
す
色
の
ロ

ゴ
）」
の
場
合
は
自
分
の
も
の
に
す
る
、
④
と
っ
た
札
が
「
ぼ

う
ず
（
ロ
ゴ
ナ
シ
）」
の
場
合
は
、
持
っ
て
い
る
札
を
ぜ
ん
ぶ

捨
て
る
、
⑤
と
っ
た
札
が
「
ひ
め
（
七
色
の
ロ
ゴ
）」
の
場
合

は
、
場
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
札
を
ぜ
ん
ぶ
自
分
の
も
の
に
で

き
る
、
⑥
山
札
が
な
く
な
れ
ば
ゲ
ー
ム
終
了
で
、
手
元
に
も
っ

て
い
る
札
が
一
番
多
い
人
が
勝
ち
。
⑦
手
元
の
札
が
同
数
の

場
合
は
「
せ
ん
く
ま
ジ
ャ
ン
ケ
ン
」
で
勝
負
を
つ
け
る
。

多
い
も
の
勝
ち
！
の
３
種
競
技
の
大
会
に
す
る

こ
こ
ま
で
考
え
た
と
こ
ろ
で
、
大
会
は
1/
9
の
み
と
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
遊
び
を
楽
し
め
る
大
会
に
す
れ

ば
「
誰
で
も
楽
し
め
る
」
か
ら
で
す
。
当
日
は
、ま
ず
カ
ル
タ
、

次
に「
花
笑
み
・
せ
ん
な
ん
め
く
り
」、
最
後
に「
せ
ん
く
ま
ジ
ャ

ン
ケ
ン
」
と
各
１
回
続
け
て
実
施
。
最
後
に
「
ご
ほ
う
び
（
順

位
に
応
じ
て
渡
す
景
品
）」
が
多
い
人
か
ら
順
位
を
つ
け
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
競
技
時
間
は
練
習
も
含
め
て
各
１
０
分
程

度
、
お
お
よ
そ
１
時
間
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

「
せ
ん
く
ま
ジ
ャ
ン
ケ
ン
」
の
マ
ー
ク
。

わ
か
り
に
く
い
！
と
の
意
見
か
ら
、
オ
レ
ン
ジ
色
に
変
更
で
す
。

「
花
笑
み
・
せ
ん
な
ん
め
く
り
」
の
ロ
ゴ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
枚
数
を

工
夫
し
て
分
配
し
た
の
で
、
大
逆
転
の
あ
り
の
ゲ
ー
ム
で
す
。

＊
カ
ル
タ
は
市
内
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
中
学
校
の
ほ
か
、
活
用
が
見
込
ま

れ
る
施
設
や
団
体
に
配
布
。
個
人
的
に
必
要
な
方
は
、
販
売
す
る
な
ど
の
方
法

を
考
え
て
い
ま
す
。

【
こ
れ
か
ら
は
、
出
前
で
カ
ル
タ
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
】

「
カ
ル
タ
が
で
き
て
か
ら
が
本
番
、
カ
ル
タ
完
成
後
も
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
！
」
と
の
ウ
レ
シ
イ
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

活
動
の
形
と
し
て
は
、ま
ず
は
出
前
で
カ
ル
タ
大
会
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
組
織
作
り
を
め
ざ
ま
す
。
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カルタ販売用のチラシ

当初販売時のもの（上・2016.1 から発売）と再印刷時のもの（下・2016.9 から発売）
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11．附編

泉南市埋蔵文化財センター条例  

 平成 9 年 4 月 4 日

             　条例第 10 号

( 設置 )

第 1 条発掘調査等で得られた考古学的資料 ( 以下「資料」という。) の

保存及び活用を図り、歴史に対する理解を深め、市民文化の向上に資

するため泉南市埋蔵文化財センター ( 以下「センター」という。) を設

置する。

( 名称及び位置 )

第 2 条センターの名称及び位置は、次のとおりとする。

( 業務 )

第 3 条センターは、次の業務を行う。

(1) 資料の収集、整理及び保存に関すること。

(2) 埋蔵文化財の調査研究及び活用に関すること。

(3) 資料を展示し、公開すること。

(4) 資料に関する講演会、講習会及び研究会等に関すること。

(5) その他泉南市教育委員会 ( 以下「委員会」という。) が設置目的を

達成するために必要と認める業務

( 入館の制限 )

第 4 条委員会は、入館者が次の各号のいずれかに該当するときは、入

館を断り、又は退館を命ずることができる。

(1) 公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあるとき。

(2) 施設又は設備等を毀損し、又は汚損するおそれがあるとき。

(3) 資料等を汚損し、若しくは損傷し、又は亡失させるおそれがあると

き。

(4) 前 3 号に定めるもののほか、管理上支障があるとき。

( 損害の賠償 )

第 5 条何人もセンターの施設若しくは設備を毀損し、又は備品若しく

は資料等を亡失し、若しくは損傷したときは、これを修理し、又はそ

の損害を賠償しなければならない。ただし、委員会がやむを得ない理

由があると認めたときは、この限りでない。

( 職員 )

第 6 条センターに必要な職員を置く。

( 委任 )

第 7 条この条例に定めるもののほか、センターの管理運営に関し必要

な事項は、委員会規則で定める。

附則

この条例は、平成 9 年 4 月 27 日から施行する。

泉南市埋蔵文化財センター条例施行規則

          平成 9 年 4 月 4 日

           教育委員会規則第 1 号

( 趣旨 )

第 1 条この規則は、泉南市埋蔵文化財センター条例 ( 平成 9 年泉南市

条例第 10 号。以下「条例」という。) 第 7 条の規定に基づき、泉南市

埋蔵文化財センター ( 以下「センター」という。) の管理運営について

必要な事項を定めるものとする。

( 開館時間及び休館日 )

第 2 条センターの開館時間は、午前 9 時 30 分から午後 4 時 30 分ま

でとする。

2 センターの休館日は、次のとおりとする。

(1) 国民の祝日に関する法律 ( 昭和 23 年法律第 178 号 ) に規定する休日

(2) 毎週土曜日及び日曜日

(3)12 月 28 日から翌年 1 月 5 日までの日

3 前 2 号の規定にかかわらず、泉南市教育委員会 ( 以下「委員会」と

いう。) が必要と認めるときは、開館時間及び休館日を変更し、又は臨

時に休館することがある。

( 資料の貸出し )

第 3 条条例第 1 条に規定する資料 ( 以下「資料」という。) は、教育的

目的又は学術研究に使用する場合に限り、館外に貸出しをすることが

ある。

2 資料の貸出しを受けようとする者は、資料貸出申請書 ( 様式第 1 号 )

を委員会に提出し、その許可を受けなければならない。

3 委員会は、前項の規定により許可したときは、資料貸出許可書 ( 様式

第 2 号 ) を交付する。

( 行為の禁止 )

第 4 条センターでは、次の行為をしてはならない。

(1) 所定の場所以外で喫煙し、又は火気を使用する行為

(2) 騒音を発する等他人に迷惑を及ぼす行為

(3) 所定の場所以外に無断で立ち入る行為

(4) その他管理上支障をきたす行為

( 委任 )

第 5 条この規則に定めるもののほか、必要な事項は、委員会が別に定

める。

附則

この規則は、平成 9 年 4 月 27 日から施行する。

附則 ( 平成 17 年 3 月 2 日教委規則第 1 号 )

この規則は、平成 17 年 4 月 1 日から施行する。

史跡海会寺跡広場条例    　

 　平成 7 年 6 月 27 日

            　条例第 11 号

( 設置 )

第 1 条史跡海会寺跡を保存するとともに市民にこれと親しむ場を提供

し、もって市民の文化的向上に資するため、史跡海会寺跡広場 ( 以下

「海会寺跡」という。) を泉南市信達大苗代に設置する。

( 施設 )

第 2 条海会寺跡に次に掲げる施設を置く。

(1) 塔、講堂、回廊、基壇等の復元された歴史的建造物

(2) 積層面遺構露出保護展示施設

(3) 広場

( 管理 )

第 3 条海会寺跡は、泉南市教育委員会 ( 以下「教育委員会」という。)

が管理する。

( 入場の制限 )

第 4 条教育委員会は、次の各号のいずれかに該当すると認められる場

合は、海会寺跡への入場を制限することができる。

(1) 公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあるとき。

(2) 施設を損傷し又は汚損するおそれがあるとき。

(3) 前 2 号に定めるもののほか、管理上支障があるとき。

( 委任 )

第 5 条この条例に定めるもののほか、海会寺跡の管理に関し必要な事

項は、教育委員会規則で定める。

附則

この条例は、公布の日から施行する。

名　称 位　置

　泉南市埋蔵文化財センター 　泉南市信達大苗代 374-4
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史跡海会寺跡広場条例施行規則
平成 7 年 6 月 27 日

教育委員会規則第 5 号

( 趣旨 )

第 1 条この規則は、史跡海会寺跡広場条例 ( 平成 7 年泉南市条例第 11

号。以下「条例」という。) 第 5 条の規定に基づき、史跡海会寺跡広場

( 以下「海会寺跡」という。) の管理運営について必要な事項を定める

ものとする。

( 入場者の遵守事項 )

第 2 条海会寺跡の入場者は、次の各号に掲げる事項を守らなければな

らない。

(1) 樹木を伐採し、又は植物を採取してはならない。

(2) 土地の形質を変更してはならない。

(3) 鳥獣類を捕獲し、又は殺傷してはならない。

(4) 車両を乗り入れてはならない。

(5) 立入禁止区域に立ち入ってはならない。

(6) はり紙、はり札又は広告を表示してはならない。

資料貸出申請書

年　　月　　日

　泉南市教育委員会殿

申請者　住所 ( 所在地 )　　　　　　

氏名 ( 名称）　　　　　　　

代表者名（印）　　　　　　

Tel.　　　　　　　　　　　

　

　下記のとおり、埋蔵文化財センターが管理する資料の貸出を受けたい

　ので申請します

利用目的

貸出期間 　年　月　日　から　　　年　月　日まで

利用場所

利用方法

貸出資料 分類番号 品名 数量 備考

輸送方法

取扱責任者

資料貸出許可書
泉南教委生発第号

年　　月　　日

　　　　　　　　　　　殿

泉南市教育委員会　

　年　月　日付けで申請のありましたセンター資料の貸し出しについて

　は、次のとおり許可します。

利用目的

貸出期間 　年　月　日　から　　　年　月　日まで

利用場所

利用方法

貸出資料 分類番号 品名 数量 備考

輸送方法

許可条件

(7) 他人の迷惑となる行為をしてはならない。

( 損害賠償 )

第 3 条海会寺跡の利用者が施設又は設備を損壊し、汚損し、又は滅失

したときは、これを修理し、若しくは原状回復し、又はその損害を賠

償しなければならない。ただし、利用者の責めに帰することができな

いときは、この限りではない。

( 積層面遺構露出保護展示施設 )

第 4 条条例第 2 条第 2 号に掲げる積層面遺構露出保護展示施設 ( 以下

「展示施設」という。) の利用時間は、午前 10 時から午後 4 時までと

する。ただし、泉南市教育委員会 ( 以下「教育委員会」という。) が必

要と認めるときはこれによらないことができる。

2 展示施設の閉休日は次のとおりとする。ただし、教育委員会が必要

と認めるときはこれによらないことができる。

(1)12 月 28 日から翌年 1 月 5 日までの期間

( 委任 )

第 5 条この規則の施行に関し必要な事項は、教育委員会が別に定める。

附則

この規則は、公布の日から施行する。



利用案内

所在地：大阪府泉南市信達大苗代 374-4 史跡海会寺跡広場前

電話：072-483-6789

FAX：072-483-7089

メールアドレス：maibun@city.sennan.lg.jp

ホームページ：http://www.city.sennan.lg.jp/kanko/bunka/maizou/center/

開館時間：9 時 30 分～ 16 時 30 分

休館日：土・日曜日・祝日（第 2・4 土曜日は開館）・年末年始

入館料：無料
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